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市
民
団
体
補
助
事
業
と
は
？

　

下
野
市
自
治
基
本
条
例
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
市
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
的
と
し
、
市
民

団
体
が
、
地
域
の
た
め
、
社
会
の

た
め
に
自
主
的
に
取
り
組
む
市
民

活
動
等
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め

の
公
募
型
補
助
制
度
で
す
。

　

申
請
の
あ
っ
た
事
業
は
、
選
考

会
（
会
長
：
陣
内
雄
次
宇
都
宮
大

学
教
授
）
に
お
い
て
、
公
益
性
や

発
展
性
等
を
審
査
し
、
定
め
ら
れ

た
基
準
を
満
た
し
た
事
業
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
15
事
業
を
補
助
決
定

し
ま
し
た
。
14
事
業
が
昨
年
度
か

ら
の
継
続
、
1
事
業
が
新
規
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
る
市

民
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
日
等
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）８
８
８
７

市民活動補助事業が決定しました

昨年からの継続実施が決まった「しもつけマーケット」 申請団体が選考委員の前で説明

■市民活動補助事業一覧

事業名(団体名) 事業概要 種類

　ジャコウアゲハの餌であるウマノスズクサを適正に管理することによ
り、絶滅の危機にあるジャコウアゲハの数を増やし、市内の自然を豊か
にしていく。また、吉田西小学校のビオトープにウマノスズクサを移植
し、ジャコウアゲハを観察する機会をつくり、自然を大切にする心を育
む活動を行っていく。

　地域ぐるみで市内の障がい児の活動を見守り支えていくため、けやき
通園者の保護者を中心に会を立ち上げた。けやき通園者以外の障がい児
と保護者、地域ボランティア等に広く募集し、障がい児向けの「ダンス
教室」、保護者の交流の場としての「学習会」、療育に対する情報提供
の場としての「発達育児相談」を開催する。

　グリーンタウン地域の高齢者を主な対象としたウクレレ教室を定期的
に開催し、音楽を通したサロンとして定着を図る。ひきこもりがちな地
域高齢者の生きがいづくりの一助とする。（月２回実施予定）

　夏休み期間中、市内小中学生を対象に居場所づくりや各種活動、保護
者の相談を行い、子どもの健全育成と地域教育力の向上をめざす。国分
寺・石橋・南河内公民館を活用し開催する。（各所曜日を決め４回ずつ
実施）

　伝統芸能の復活継承・人材育成を通じて、子どもと大人、老若男女、
新旧住民の交流連携、他団体との交流を図り、明るく住みよい地域づく
りを進める。（練習日：各月第２・４土曜日午後７時～９時）

ジャコウアゲハの保護事業
（下野市自然に親しむ会）

けやきサポーター事業
（けやきサポーター）

下野市グリーンクラブ
ウクレレ教室の開講事業
（下野市グリーンクラブ）

夏休みにおける子どもと
保護者の支援事業

（しもつけ親＆子支援わくわく広場）

お囃子会の復活と継承事業
（仁良川コミュニティセンター運営協議会）

４年目

４年目

２年目

２年目

３年目

自然

福祉

福祉

子育て

文化
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問
１　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
で
は
、
5
月
30
日
で
来
館
者
が
何
人
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？　

①
5
千
人　

②
5
万
人　

③
10
万
人

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

事業名(団体名) 事業概要 種類

■市民活動補助事業一覧

　栃木県指定史跡である児山城址について、その景観を保全するととも
に、各種イベントを通して同城址の情報を市内外に発信することによ
り、地域資源としての価値を高め保存に繋げていく。

　転入者が多い仁良川地区において、健康づくりと世代間交流により住
みよい地域をつくるため、子どもたちと高齢者との軽スポーツ交流を定
期的に開催する。また、事業の効果を上げるため、地域育成会と連携を
とり定着を図る。

　音頭の踊りを収録したＤＶＤを作成し、昨年度作成した音頭のＣＤも
活用しながら、同音頭のグリーンタウン地域への普及浸透を進める。エ
コライフ祭りで小中学生に音頭の踊りを披露してもらうなど、郷土への
愛着心を高める活動も進める。また、市内保育園・幼稚園・小学校等へ
の普及促進に努める。（エコライフまつり：７月29日（土）開催予定）

　市内７つの幼稚園・認定こども園が連携協力し、乳幼児から小学3年
生までの子どもをもつ若い世代の親子向けに、おりがみ、クイズ、カル
タを通し地域資源など市の魅力を発信するイベントを開催。また、園長
による子育て相談コーナーを設置し、若い世代の子育てをサポートす
る。（８月26日（土）国分寺公民館にて開催予定）

　前年度は古民家を核として、世代、障がいの有無、業種などの垣根を
超えたネットワークができた。今年度はこれらワークショップ等を集約
した形で文化祭を開催し、人の輪の拡大と社会課題を考えるきっかけづ
くりに繋げていく。

　地域の活性化、地域住民の世代を超えた幅広い交流、地域商業の認知
向上を目指し、地域住民による地域住民のためのイベント「（仮称）し
もつけマーケット」を開催する。市内を中心とした商店、アーティス
ト、農作物生産者等の出店協力によって、物販、ワークショップ、展
示、発表等を実施する。（８月、12月開催予定）

　まつりを通し、地域住民のふれあいの場を創出するとともに、地域な
らではの魅力を市内外に発信する。市内若手農家による地場野菜の販
売、風情のある軽音楽、子供向けのワークショップ、雑貨屋や飲食店の
出店などにより地域の魅力を発信し、郷土愛の醸成と地域活性化を図
る。（10月28日（土）吉田農協跡地で開催予定）

　近接市において活動する混声合唱団を本市に招聘し、合唱の集いを開
催。他市との交流を深めるとともに、質の高い合唱文化に接する機会を
市民に提供し、地域資源などの発信により、広域連携の進展に資する。
（平成30年１月から３月の間の日曜日に１回開催）

　ウォークラリーを通して、健康づくりの啓発、歴史・文化の魅力発
信、市ブランド品のＰＲを進める。市内外に周知を図り参加者を募集。
（５月14日盛況のうちに終了）

　独身男女に出会いの場を提供し、結婚後の下野市への定住促進を図
る。また、恒例事業としての定着を目指す。募集定員は男性25名（市内
限定）、女性25名。（６月18日にグリムの館にて実施済）

児山城址のＰＲと
保存活動事業

（児山城址守り隊）

仁良川ふれあい強化事業
（仁良川レクレーション広場をつくる会）

しあわせのえんむすび音頭
普及事業

（エコライフまつり実行委員会）

下野市親子
フェスティバル事業
（下野市幼稚園連合会）

つばきやワークショップ事業
（チーム　ブリッジ）

しもつけマーケット事業
（シモティ）

吉田村まつり事業
（吉田村まつり実行委員会）

ゆうがお混声合唱の集い
（下野混声合唱団）

下野市歴史探訪健康
ウォークラリー事業

（栃木県シルバー大学校同窓会石橋支部）

婚活イベント事業
（石橋ライオンズクラブ）

２年目

２年目

３年目

３年目

２年目

４年目

３年目

新規

３年目

３年目

歴史

地域・子育て

7月29日（土）

8月26日（土）

8月26日（土）・27日（日）

8月27日（日）・12月3日（日）

10月28日（土）

1月～3月ごろ

歴史

出会い
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【
正
解
は
】
②　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

警察署から感謝状
下野市更生保護女性会南河内支部

Sh imotsuke-C i t y  Topics まちの話題

　５月11日、10年ほど前から祇園交番に花を植え、手入れを行っ
てきた下野市更生保護女性会南河内支部に下野警察署から感謝状
が贈呈されました。会では交番を訪れる方の心が少しでも和むよ
うにと、花を絶やさぬ活動を続けてきました。
　更生保護女性会は全国で約17万人おり、地域社会の犯罪・非行
の未然防止のための啓発活動を行うとともに、青少年の健全な育
成を助け、犯罪をした人や非行のある少年の改善更生に協力する
ことを目的とするボランティア団体です。

ゆうがおパークがオープン！
都市農村交流施設

　石橋地区において地域資源を活かした都市と農村の交流と６次産業化の拠点として、石橋地区都市農村交流
施設「ゆうがおパーク」が５月27日にオープンしました。

施設概要
・交流棟（農産物直売所・フードコーナー・農産物加工所）
・集会棟（研修室2部屋・調理室）
・バーベキュー設備、レンタサイクル、ドッグラン、体験農園
●中大領687番地　☎（38）6390

　41年間の長きにわたり、国分寺東小学校
長や国分寺中学校長などを歴任し、教育の
進展に尽くされました若林一義氏（下古山）
が「瑞宝双光章」を受賞されました。

　４月29日、国際交流員イベント「オーストリア料理教室」を
開催しました。オーストリア出身で那須塩原市国際交流員の
フロレンティーネさんを講師に迎え、国際交流員のマシアス
さんと一緒に、オーストリア風パンケーキの「パラチンケン」
など日本人にはなじ
みの薄いオーストリ
アの料理を楽しく作
りました。オースト
リアの話を聴いたり、
美味しくできた料理
を食べて、オースト
リアへの興味がわい
たようでした。

高齢者叙勲を受賞
おめでとうございます

オーストリア料理教室開催
美味しくいただきました

支部長　山本テル 氏
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問
２　

血
液
を
ろ
過
し
た
り
、
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
臓
器
は
？　

①
腎
臓　

②
肝
臓　

③
す
い
臓

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

　５月30日に石橋中学校で、スケアード・ストレイトを用
いた安全教室が行われました。
　スケアード・ストレイトとは、交通事故の模様や事故に
つながる危険な行為をプロのスタントマンが再現し、事故
の状況や原因を具体的に伝え交通ルールの遵守意識の大切
さを学ばせるものです。
　時速40㎞ほどで走行する自動車と自転車の衝突などが再
現され、参加した石橋中学校の生徒や職員の方たちは、実
際の交通事故と同じぐらいの恐怖を体験しました。

スケアード・ストレイト安全教室を開催しました

栄町コミュニティ推進協議会が表彰されました
おめでとうございます

道路愛護功労者表彰
おめでとうございます

入館５万人を突破しました！
ありがとうございます

Sh imotsuke-C i t y  Topics まちの話題

　栄町コミュニティ推進協議会は、５月22日に開催された栃木県コミュ
ニティ協会総会において、県コミュニティ協会長より表彰されました。
　住みよい地域社会の実現のために活発な活動を続け、将来にわたりそ
の活躍が期待される団体であるとして会長表彰されたものです。
　同協議会は、スポーツ・文化・環境福祉・おはやし・広報の各部の活
動を通じて会員相互の交流の機会を創出し、地域全体の活性化に大きく
貢献しています。
　また、活動の様子を市民活動支援サイト（ＹＯＵがおネット）に掲載し、
広く多方面にPRしています。

　５月16日に栃木県公館において、下野市道路河川
愛護会の大神田功氏が、平成29年度道路愛護功労者
の感謝状を贈呈されました。
　この感謝状は、古山小から文教公園付近の約800ｍの
区間において、小学生の安全パトロールと清掃活動を
実施され、地域社会への貢献と市民の模範となること
から、栃木県道路河川愛護会連合会が表彰したものです。

　市立しもつけ風土記の丘資料館は、栃木県から移
管を受け平成27年４月１日に開館し、５月30日に入
館者が５万人を達成しました。
　５万人目の入館者は、真岡市からお越しいただい
た長沼小学校（旧二宮町）の６年生で、クラス31人
でご来館いただきました。
　セレモニーの後、重要文化財に指定された甲塚古
墳出土遺物などを熱心に見学しました。

栄町コミュニティ推進協議会
会長　下蔵勝治 氏
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国民年金だより

【
正
解
は
】
①　
詳
し
く
は
、
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

得
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○
ま
た
、
世
帯
主
や
配
偶
者
が
い

る
方
は
、
世
帯
主
と
配
偶
者
の
所

得
も
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
本
人
の
所
得
が
少
な
い
場

合
で
も
、
免
除
等
が
承
認
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、
世
帯

主
の
所
得
審
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

　

7
月
3
日
㈪
か
ら

※
7
月
か
ら
平
成
30
年
6
月
ま
で

の
期
間
の
免
除
等
申
請
の
受
付

　

そ
の
ほ
か
、
保
険
料
の
納
付
期

限
か
ら
2
年
を
経
過
し
て
い
な
い

期
間
（
申
請
時
点
か
ら
2
年
1
か

月
前
ま
で
の
期
間
）
に
つ
い
て
は
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
等
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
年
金
手
帳

・
雇
用
保
険
離
職
票
ま
た
は
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
（
失
業
し
た

場
合
）

※
公
務
員
は
退
職
の
辞
令

■
申
請
先

　

市
民
課

　

☎（
32
）８
８
９
５

■
一
部
納
付
と
な
る
所
得
の

「
め
や
す
」

　

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で

計
算
し
た
金
額
の
範
囲
内
で
あ

る
こ
と

○
4
分
の
1
納
付

　

→
78
万
円+

扶
養
親
族
等
控

除
額+

社
会
保
険
料
控
除
額
等

○
半
額
納
付

　

→
１
１
８
万
円+

扶
養
親
族

等
控
除
額+

社
会
保
険
料
控
除

額
等

○
4
分
の
3
納
付

　

→
１
５
８
万
円+

扶
養
親
族

等
控
除
額+

社
会
保
険
料
控
除

額
等

※
平
成
28
年
7
月
か
ら
平
成
29

年
6
月
分
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

前
々
年
（
平
成
27
年
）
の
所
得

で
審
査
を
行
い
ま
す
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

○
2
年
1
か
月
前
の
月
分
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
免
除
等
の
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請
が

遅
れ
る
と
、
万
一
の
際
に
障
害
年

金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所

　

一
部
納
付
は
3
種
類
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
納
付
額
と
年
金
額
の
計

算
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
4
分
の
1
納
付
（
４
，１
２
０
円
）

　

→
年
金
額
５
／
８

・
半
額
納
付
（
８
，２
５
０
円
）

　

→
年
金
額
６
／
８

・
4
分
の
3
納
付
（
１
２
，３
７
０
円
）

　

→
年
金
額
７
／
８

※
上
記
納
付
額
は
平
成
29
年
度
納

付
額
で
す
。

※
一
部
納
付
制
度
は
、
納
付
す
べ

き
保
険
料
を
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、

そ
の
期
間
の
一
部
免
除
が
無
効

（
未
納
と
同
じ
）
と
な
り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
の
額
に
反
映
さ
れ
ず
、
ま
た
、

障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
生
じ
た
場
合
に
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

  

納
付
猶
予
制
度

◎
50
歳
未
満
の
方（
学
生
を
除
く
）

で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得

が
基
準
の
範
囲
内
（
全
額
免
除
の

所
得
基
準
と
同
じ
）
で
あ
る
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
必
要
な
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

■
全
額
免
除
、
納
付
猶
予
と
な

る
所
得
の
「
め
や
す
」

　

前
年
の
所
得
が
以
下
の
計
算

式
で
計
算
し
た
金
額
の
範
囲
内

で
あ
る
こ
と

（
扶
養
親
族
の
数+

１
）
×
35
万

円+

22
万
円

※
平
成
28
年
7
月
か
ら
平
成
29

年
6
月
分
の
申
請
に
つ
い
て
は

前
々
年
（
平
成
27
年
）
の
所
得

で
審
査
を
行
い
ま
す
。

 

一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

◎
保
険
料
の
一
部
を
納
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、
残
り
の
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

経
済
的
な
理
由
等
で
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
免
除
さ
れ
る
「
保
険
料
免
除

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
所
得
額
に

よ
り
全
額
免
除
、
納
付
猶
予
及
び

一
部
納
付
に
分
か
れ
ま
す
の
で
、

窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  

全
額
免
除
制
度

◎
申
請
者
ご
本
人
と
配
偶
者
及
び

世
帯
主
の
方
の
所
得
が
基
準
の
範

囲
内
で
あ
る
場
合
、
保
険
料
の
全

額
（
平
成
29
年
度
・
月
額
１
６
，

４
９
０
円
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き

を
1
と
す
る
と
、
年
金
受
給
額

が
１
／
２
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

国民年金
だより
問い合わせ先

市民課　☎（32）8895
栃木年金事務所

☎0282（22）4131
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い
し
ば
し

納
涼
踊
り
・
花
火
大
会

花
火
も
多
数
打
ち
上
げ
ま
す
の
で
、
皆

様
お
誘
い
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時

８
月
11
日
㈮

午
後
７
時
〜
９
時

（
雨
天
の
場
合
12
日
に
順
延
）

■
場
所

き
ら
ら
館
前
特
設
会
場

■
募
集
案
内

踊
り
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
個
人
・

団
体
の
方
は
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
参
加
賞
、
踊
り
団
体
・
個
人
賞
あ
り
。

■
注
意
事
項

当
日
は
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
車
は
相
乗
り
で
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

○
き
ら
ら
館
営
業
時
間
変
更
の
ご
案
内

納
涼
踊
り
・
花
火
大
会
開
催
の
た
め
、

８
月
11
日
㈮
（
予
備
日
12
日
㈯
）
の
き
ら

ら
館
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
」
の
営
業

時
間
を
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
に
変

更
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

い
し
ば
し
納
涼
踊
り
花
火
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局

石
橋
商
工
会

☎（
53
）０
４
６
３

国
分
寺
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

盆
踊
り
・
花
火
大
会

夏
の
風
物
詩
「
国
分
寺
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
盆
踊
り
・
花
火
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時

８
月
５
日
㈯

午
後
６
時
30
分
〜
（
雨
天
翌
日
順
延
。

6
日
が
雨
天
の
場
合
、
花
火
大
会
の
み
開

催
）

■
場
所

国
分
寺
運
動
公
園

飛
び
入
り
で
踊
れ
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

車
は
相
乗
り
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
ゆ
う
ゆ
う
館
営
業
時
間
変
更
の
ご
案
内

盆
踊
り
・
花
火
大
会
開
催
の
た
め
、
ゆ

う
ゆ
う
館
「
天
平
乃
湯
」
の
営
業
時
間
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

８
月
５
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
予
備
日
６
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
先

国
分
寺
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
盆
踊
り
・

花
火
大
会
実
行
委
員
会

（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

☎（
32
）８
８
８
７

エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り

■
日
時

７
月
29
日
㈯

午
後
２
時
〜
８
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

■
場
所

祇
園
原
公
園

■
内
容

・
自
治
会
や
事
業
所
に
よ
る
模
擬
店

・
ス
テ
ー
ジ
発
表

（
お
囃
子
、バ
ン
ド
演
奏
、和
太
鼓
な
ど
）

■
主
催

エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

■
そ
の
他

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

近
く
の
方
は
お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
み
の
持
ち
帰
り
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）６
３
０
１

7/29

8/5

8/11

しもつけの夏
花火・まつり花火・まつり
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子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す

　

７
月
よ
り
順
次
、
試
行
運
用
が

開
始
と
な
り
、「
児
童
手
当
」、「
保

育
」、「
母
子
保
健
」、「
ひ
と
り
親

支
援
」
の
一
部
手
続
き
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

■
事
前
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
必
要
な

プ
ロ
グ
ラ
ム

・
Ｊ
ａ
ｖ
ａ
実
行
環
境

・
Ｊ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
利
用
者
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
ソ
フ
ト

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
環
境
設
定
プ

ロ
グ
ラ
ム

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

き
ま
す
。

・
あ
な
た
の
情
報(

自
己
情
報
表

示)

　

あ
な
た
の
情
報
を
検
索
し
て
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
操
作
履
歴

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
操
作
履
歴

を
表
示
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
も
っ
と
つ
な
が
る(

外
部
サ
イ

ト
連
携)

　

外
部
サ
イ
ト
を
登
録
す
る
こ
と

で
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
外
部

サ
イ
ト
へ
の
ロ
グ
イ
ン
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

※
現
在
試
行
運
用
中
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
機
能
は
順
次
サ
ー
ビ
ス
開

始
予
定
で
す
。

■
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
す
る

た
め
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・IC

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ(
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の
も

の)

…
家
電
量
販
店
等
に
て
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

・
パ
ソ
コ
ン
等

試
行
運
用
と
し
て
開
始
が
予
定
さ

れ
て
い
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
す
。

子
育
て
や
福
祉
・
介
護
な
ど
の
行

政
手
続
き
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で

き
た
り
、
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ

が
自
動
的
に
届
い
た
り
し
ま
す
。

な
お
、
ご
利
用
に
は
、
事
前
に
パ

ソ
コ
ン
等
へ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
作

業
や
、IC 

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
等
の
準
備
が
必
要
で
す
。

■
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
機
能(

順

次
開
始
予
定)

・
や
り
と
り
履
歴(

情
報
提
供
等

記
録
表
示)

　

あ
な
た
の
個
人
情
報
を
行
政
機

関
同
士
が
や
り
と
り
し
た
履
歴
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
お
知
ら
せ

　

各
種
情
報
保
有
機
関
か
ら
配
信

さ
れ
る
お
知
ら
せ
を
受
信
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
検
索
と
電
子
申
請

　

あ
な
た
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の

検
索
が
で
き
た
り
、
行
政
機
関
や

民
間
事
業
者
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
・
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
な
ど
が
で

情
報
連
携
の
試
行
運
用
が
始

ま
り
ま
す

　

７
月
18
日
㈫
（
予
定
）
よ
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け
る
国

や
地
方
公
共
団
体
間
で
の
情
報
連

携
が
、
試
行
運
用
と
し
て
開
始
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
情
報
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

将
来
的
に
は
市
役
所
窓
口
で
の
各

種
手
続
き
を
行
う
際
に
必
要
な
提

出
書
類(

住
民
票
の
写
し
等)

を
簡

素
化
で
き
る
見
込
み
で
す
が
、
試

行
運
用
期
間
中
は
引
き
続
き
従
来

と
同
様
の
添
付
書
類
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
試
行
運
用
期
間
は
７
月

〜
秋
頃
ま
で
を
予
定
し
て
お
り
、

そ
の
後
は
本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
、

手
続
き
に
お
け
る
一
部
の
添
付
書

類
が
不
要
に
な
る
予
定
で
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
試
行

運
用
が
始
ま
り
ま
す

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
、
７
月
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
総
務
省
）

　

☎
０
１
２
０(

95)

０
１
７
８

■
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://m
yna.go.jp/SC

K
0101_01_001/

SCK
0101_01_001_InitD

iscsys.form
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問
３　

埋
蔵
金
が
あ
な
た
の
家
に
も
！
埋
蔵
金
と
は
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

■
試
験
申
込
方
法

○
申
込
書
に
よ
り
申
請
す
る
場
合

　

総
務
人
事
課
へ
直
接
ま
た
は
郵

送
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
電
子
申
請
す
る
場
合

　

下
野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h
ttp

:/
/
w
w
w
.c
ity

.
shim

otsuke.lg.jp/)

よ
り
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
試
験

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
人
材
育
成
基
本
方
針

の
も
と
、
新
時
代
に
求
め
ら
れ
る

職
員
像
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
職

員
を
求
め
て
い
ま
す
。

・
時
代
や
状
況
の
変
化
を
読
み
取

り
な
が
ら
仕
事
を
進
め
る
職
員

・
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員

・
市
民
と
連
携
し
て
地
域
づ
く
り

の
で
き
る
職
員

　

皆
様
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
人
事
課

　

☎(

32)

８
８
８
８

　

平
成
30
年
４
月
１
日
に
採
用
を

予
定
す
る
市
職
員
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

　

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
試
験

案
内
か
ら
受
験
資
格
や
申
込
方
法

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
試
験
案
内
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
試
験
案
内
・
申
込
書
の
請
求
方
法

　

試
験
案
内
及
び
申
込
書
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
他
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

○
直
接
請
求
す
る
場
合

　

総
務
人
事
課
（
市
役
所
２
階
）

で
配
布
し
ま
す
。

○
郵
送
請
求
す
る
場
合

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入

し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
付
し
た

返
信
用
封
筒
（
角
２
）
を
市
役
所

総
務
人
事
課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
郵
送
す
る
封
筒
の
表
に

は
「
下
野
市
職
員
採
用
試
験
案
内

請
求
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

下
野
市
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

平
成
30
年
４
月
採
用

■試験日程

職　種 受験資格 申込 第１次試験 第２次試験採用
予定

12 名
程度

１名
程度

３名
程度

２名
程度

一般事務

一般事務
（身体障がい者）

土木技師
または
建築技師

保育士

昭和 62 年４月２日から平
成 12 年４月１日までに生
まれた方で高等学校卒業
（平成 30 年３月卒業見込
み者を含む。）以上の学歴
を有する方

申込方法
・直接
・郵送
・電子申請

申込期間
７月３日（月）
～８月10日（木）
※土曜・日曜日・
祝日は除きます。
（電子申請の場
合は、８月７日（月）
午後５時 15 分ま
で）

受付時間
午前８時 30 分～
午後５時 15 分

申込場所
総務人事課人事
給与グループ（市
役所 2階）

期日
９月17日（日）

試験場所
白鷗大学
本キャンパス

試験内容
公務員として必
要な一般知識及
び知能について、
択一式による筆
記試験をどの職
種にも共通して行
います。

合格発表
10月上旬
市ホームページに
合格者の受験番
号を掲示し、合
格者へ通知しま
す。

期日、試験場所
第１次試験合格
者に通知します。

試験内容
作文試験
面接試験
適性検査
集団討論

合格発表
11月中旬
市ホームページに
合格者の受験番
号を掲示し、受
験者へ通知しま
す。

昭和 62 年４月２日から平
成 12 年４月１日までに生
まれた方で、高等学校卒
業（平成 30 年３月卒業見
込み者を含む。）以上の学
歴を有し、土木工学また
は建築に関する課程を修
めた方または修める見込
みの方

昭和 62 年 4 月 2 日から平
成 10 年４月１日までに生
まれた方で、保育士及び
幼稚園教諭の資格を有す
る方または平成 30 年３月
までに保育士及び幼稚園
教諭の資格を取得見込み
の方

同上の受験資格を有し、
身体障害者手帳の交付を
受けている方

広報しもつけ　2017.7
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【
正
解
は
】
薬　
詳
し
く
は
、
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

「
歯
と
口
の
健
康
週
間

（
フ
ッ
素
塗
布
）」事
業

　

６
月
４
日
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
き
ら
ら
館
に
お
い
て
小
山
地

区
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
（
フ
ッ

素
塗
布
）」
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
口
腔
衛
生
の
普

及
と
幼
児
の
健
康
保
持
増
進
の
た

め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

年
は
、
７
７
５
人
の
親
子
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
後
の
市
の
フ
ッ
素
塗
布
事
業

は
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
日
付

　

10
月
15
日
㈰

　

平
成
30
年
２
月
18
日
㈰

■
会
場　
き
ら
ら
館

■
対
象

　

年
中
児
～
小
学
２
年
生
ま
で

■
料
金　
無
料

成
分
献
血
・
４
０
０
㎖

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

７
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動
」
月
間
で
す
。

　

夏
季
は
、
毎
年
血
液
が
不
足
し

が
ち
で
す
。
７
月
の
運
動
月
間
中

に
、
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

４
０
０
㎖
献
血
＆
成
分

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

キ
ャ
ンペ
ー
ン
期
間
中
に
、初
め
て

４
０
０
㎖
献
血
ま
た
は
成
分
献
血

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

献
血
会
場
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　

８
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
薬
務
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
１
１
９

熱
中
症
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う

　

熱
中
症
に
対
す
る
備
え
を
十
分

に
し
て
、
今
年
の
夏
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
は
ど
の
よ
う
な
と
き
に

起
こ
る
の
？

　

熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
ど
の

環
境
や
激
し
い
労
働
や
運
動
に

よ
っ
て
体
に
熱
が
こ
も
っ
て
し
ま

い
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
い
な
ど
の
原
因

で
起
こ
り
ま
す
。

熱
中
症
か
な
と
思
っ
た
ら

　

体
温
が
高
い
、
頭
痛
、
め
ま
い
、

吐
き
気
が
す
る
な
ど
は
熱
中
症
の

危
険
信
号
で
す
。

　

熱
中
症
か
な
と
思
っ
た
ら
次
の

応
急
措
置
を
と
り
、
重
症
の
場
合

は
救
急
隊
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

⑴
風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
、
ク
ー

ラ
ー
が
効
い
て
い
る
室
内
な
ど
に

避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

⑵
衣
服
を
脱
が
せ
て
、
皮
膚
に
水

を
か
け
た
り
、
う
ち
わ
や
扇
風
機

な
ど
で
扇
ぎ
、
体
を
冷
や
し
ま

し
ょ
う
。
頭
や
脇
の
下
を
氷
の
う

で
冷
や
す
の
も
有
効
で
す
。

⑶
水
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
摂

取
で
、
水
分
や
塩
分
を
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

※
吐
い
た
り
、
意
識
障
害
が
あ
る

な
ど
、
自
分
で
水
分
を
摂
取
で
き

な
い
場
合
は
、
医
療
機
関
へ
の
搬

送
を
最
優
先
に
し
て
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
を
防
ぐ
に
は

・
日
陰
を
歩
く
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
や

す
だ
れ
を
垂
ら
す
、
日
傘
を
さ
す

な
ど
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
帽
子
を
か
ぶ
る
、 

速
乾
素
材
の

も
の
を
着
る
な
ど
、
服
装
を
工
夫

し
ま
し
ょ
う
。

・
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま

し
ょ
う
。（
ア
ル
コ
ー
ル
は
尿
の

量
を
増
や
し
、
か
え
っ
て
水
分
を

失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。）

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と

で
、
そ
の
日
の
熱
中
症
予
防
情
報

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

H
ea

lth
 Information

保健便り Health Information
ヘルスインフォメーション

お
知
ら
せ
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問
４　
し
も
つ
け
か
ん
ぴ
ょ
う
ま
つ
り
は
、
今
年
で
何
回
目
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

し
も
つ
け
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

記
念
品
交
換
ス
タ
ー
ト

　

７
月
１
日
㈯
か
ら
し
も
つ
け
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
記
念
品
交
換
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
健
康
診
断
を

受
診
し
て
、
健
康
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
で
道
の
駅
し

も
つ
け
商
品
券
、
き
ら
ら
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
券
、
ふ
れ
あ

い
館
の
プ
ー
ル
券
や
入
浴
券
な
ど

の
い
ず
れ
か
一
つ
が
も
ら
え
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
、
自
治
会
に

よ
る
全
戸
配
布
、
各
公
民
館
、
各

保
健
セ
ン
タ
ー
、
健
康
増
進
課
窓

口
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん・風
し
ん
）

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

麻
し
ん
は
、感
染
力
が
強
く
多

く
の
人
に
か
か
る
病
気
で
す
。就
職

や
入
学
の
条
件
に
、Ｍ
Ｒ
予
防
接
種

を
加
え
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。お
子
さ
ん
の
感
染
予
防
と
、

周
囲
へ
の
二
次
感
染
予
防
の
た
め
、

夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
て
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。今
年
度
の

対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象
者
（
接
種
費
用：無
料
）

・
１
歳
児

　

生
後
12
か
月
～
24
か
月
の
間

・
年
長
児

　

小
学
校
就
学
前
の
年
度
内

小
児
の
任
意
予
防
接
種

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

嘔
吐
や
下
痢
を
引
き
起
こ
す

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸
炎
の
重
症
化

を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
２
種

類
の
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
、
シ
ロ
ッ

プ
状
に
し
て
飲
む
生
ワ
ク
チ
ン
で

す
。

■
対
象
者

・
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス

　

生
後
６
週
～
24
週
の
乳
児

・
ロ
タ
テ
ッ
ク

　

生
後
６
週
～
32
週
の
乳
児

※
必
ず
同
じ
ワ
ク
チ
ン
を
必
要
回

数
投
与
く
だ
さ
い
。

■
助
成
額

・
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス

　

７
，
５
０
０
円
を
２
回

・
ロ
タ
テ
ッ
ク

　

５
，
０
０
０
円
を
３
回

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

ム
ン
プ
ス
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
、

耳
下
腺
の
腫
れ
や
疼
痛
、
発
熱
が

引
き
起
こ
る
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
感

染
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

・
１
歳
～
２
歳
未
満
で
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
に
か
か
っ
た
事
が
な
く
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
お
子
さ
ま
。

■
助
成
額

・
３
，
０
０
０
円
（
１
回
の
み
）

■
共
通
注
意
事
項

・
医
療
機
関
の
定
め
る
接
種
料
金

と
助
成
額
と
の
差
額
を
窓
口
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

・
小
山
地
区
医
師
会
管
外
の
医
療

機
関
で
接
種
す
る
場
合
は
手
続
き

方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
健
康
増
進
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
市
内
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
心
理

士
・
保
育
士
等
が
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
程

　

７
月
26
日
㈬

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間

　

午
前
9
時
～
11
時

■
相
談
員

　

心
理
士
・
保
育
士

■
会
場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

　
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

■
日
程

　

7
月
24
日
㈪

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間

　

午
前
9
時
～
11
時

■
相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

■
会
場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

　
（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

※
「
み
る
く
」
を
初
め
て
利
用
さ

れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対
策
の
た

め
に
入
館
者
登
録
（
名
札
代
）
３

１
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

随
時
保
育
士
が
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

予
防
接
種

相　
　
談

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

血
圧
測
定
し
て
い
ま
す
か
？

自
分
の
普
段
の
血
圧
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

正
常
血
圧
値
は
、
収
縮
期

血
圧
が
１
３
０
mmHg
未
満
、
拡

張
期
血
圧
が
85 

mmHg
未
満
で
す
。

　

血
圧
は
常
に
変
動
し
て
い

る
た
め
、
定
期
的
な
測
定
を

お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
血

圧
計
は
健
康
増
進
課
窓
口
前

に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

来
庁
し
た
際
に
は
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

高
血
圧
と
腎
臓
の
関
係

　

腎
臓
は
、
血
液
を
ろ
過
し

て
老
廃
物
を
尿
と
し
て
体
か

ら
出
し
た
り
、
血
圧
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
た
り
と
、
体
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

高
血
圧
は
、
腎
臓
に
負
担

を
か
け
て
機
能
の
低
下
を
招

き
、
ま
た
、
腎
臓
の
機
能
が

低
下
す
る
と
高
血
圧
に
な
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
高
血
圧
予
防
教

室
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ち
ょ
こ
っ
と

健
康
メ
モ
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【
正
解
は
】
7
回
目　
詳
し
く
は
、
25
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
ご
案
内

　

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
た
い
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
受

講
後
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
で
あ
る「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
贈
呈
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
し
も
つ
け
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
」
の
対
象
に
も
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
て

い
る
方
の
ご
参
加
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
石
橋
地
区
】

・
７
月
21
日
㈮

　

石
橋
公
民
館

・
平
成
30
年
２
月
23
日
㈮

　

石
橋
公
民
館

【
南
河
内
地
区
】

・
９
月
20
日
㈬

　

薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
平
成
30
年
１
月
25
日
㈭

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

【
国
分
寺
地
区
】

・
11
月
２
日
㈭

　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

講
座
開
催
地
区
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

コ
ー
ナ
ー

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、「
な

に
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
い
目
で

見
守
る
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

★
５
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
一
般

市
民
向
け
講
座
で
、
新
た
に
20
名

の
方
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

り
ま
し
た
。
受
講
し
た
方
か
ら
は
、

「
周
り
の
人
た
ち
の
協
力
が
必
要

だ
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

介
護
者
交
流
会
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
の
交
流
と
情
報
交
換
の
場
と

し
て
、
介
護
者
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

同
じ
立
場
の
仲
間
同
士
の
時
間

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
７
月
28
日
㈮

　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所

　

南
河
内
児
童
館
１
階
（
旧
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
か
わ

ち
事
務
所
）

■
対
象
者

　

現
在
、
在
宅
や
施
設
で
認
知
症

の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
ま
た
は

過
去
に
介
護
し
た
経
験
が
あ
る
方

■
内
容　
情
報
交
換
な
ど

■
参
加
費　
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
４

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
し
も
つ
け

茶
屋
」
開
催
日
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
、
専
門
職
の
方
な
ど
、
誰

も
が
気
軽
に
参
加
で
き
、
集
う
こ

と
の
で
き
る
場
所
で
あ
る
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
「
し
も
つ
け
茶
屋
」
の

７
月
の
開
催
日
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

介
護
や
認
知
症
に
関
す
る
相
談

を
お
受
け
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
悩
ん
で
い
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　

７
月
４
日
㈫
、
12
日
㈬
、

20
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■
会
場　

南
河
内
児
童
館
１
階

（
旧
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み

な
み
か
わ
ち
事
務
所
）

■
参
加
費

　

１
０
０
円（
飲
み
物
代
と
し
て
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
４

ほ
っ
と
♥
介
護
教
室
「
食
事
の

工
夫
で
元
気
に
夏
バ
テ
予
防
」

開
催
！

　

猛
暑
を
元
気
に
乗
り
切
る
た
め

に
、
毎
日
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
は
重

要
で
す
。
普
段
の
食
事
に
ひ
と
手

間
加
え
る
だ
け
で
で
き
る
、
自
宅

で
す
ぐ
に
実
践
可
能
な
夏
バ
テ
予

防
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
、
調
理
実

習
を
と
お
し
て
一
緒
に
学
び
ま
せ

ん
か
？

■
日
時　
８
月
２
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分～

午
後
0
時
30
分

■
会
場　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
講
師　
管
理
栄
養
士

■
対
象
者　
市
内
在
住
の
方

■
内
容　
調
理
実
習

■
定
員　
先
着
10
名

■
参
加
費

　

２
０
０
円
（
材
料
費
と
し
て
）

■
申
込
締
切　
７
月
28
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち

　

☎（
48
）１
１
７
７

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
！

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち
☎（
48
）１
１
７
７

こ
く
ぶ
ん
じ　

☎（
43
）１
２
２
９

い
し
ば
し　
　

☎（
51
）０
６
３
３
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問
５　
民
生
委
員
制
度
は
今
年
で
何
年
目
？　
①
50
年　
②
80
年　
③
１
０
０
年

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

実
家
に
埋
蔵
金
が

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
先
日
、

久
し
ぶ
り
に
実
家
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
両
親
と
も
寄
る
年
波
で
、

た
く
さ
ん
の
お
薬
を
飲
ん
で
い
ま

す
。
飲
み
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
小

さ
な
マ
ス
目
に
な
っ
て
い
る
薬
箱

に
朝
昼
晩
と
必
要
な
分
だ
け
入
れ

て
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
な
ぜ

か
、
戸
棚
か
ら
次
々
と
出
て
く
る

お
薬
袋
。
も
ち
ろ
ん
、
病
気
の
こ

と
も
気
に
な
り
ま
す
が
、「
こ
れ
っ

て
、
全
部
で
い
く
ら
な
の
？
」
と

医
療
費
の
計
算
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
飲
み
残
し
の

お
薬
を
、
こ
っ
そ
り
隠
さ
れ
て
い

る
「
埋
蔵
金
」
と
揶
揄
す
る
人
も

い
ま
す
。

医
療
費
へ
の
影
響

　

厚
生
労
働
省
も
つ
い
に
、
増
大

す
る
薬
剤
の
医
療
費
対
策
に
本
腰

を
入
れ
始
め
ま
し
た
。
厚
生
労
働

省
の
調
査
に
よ
る
と
、
飲
み
残
し

の
お
薬
に
関
す
る
様
々
な
研
究
か

ら
、
薬
剤
師
さ
ん
の
指
導
な
ど
が

あ
れ
ば
、
１
０
０
億
か
ら
６
５
０

０
億
円
の
医
療
費
を
削
減
で
き
る

と
し
て
い
ま
し
た
。
目
の
回
る
よ

う
な
大
金
で
す
が
、
一
人
一
人
が

お
薬
を
大
切
に
き
ち
ん
と
飲
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
健
康
が
守
ら
れ
、

さ
ら
に
無
駄
な
医
療
費
を
削
減
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
何
よ
り
で
す
。

グ
ラ
フ
を
見
る
と
わ
か
る
の
で
す

が
、
内
服
さ
れ
て
い
る
お
薬
の
う

ち
、
高
血
圧
治
療
の
降
圧
剤
に
か

か
る
医
療
費
の
割
合
が
最
も
多
く

な
り
ま
す
。
今
ま
で
折
々
お
伝
え

し
て
き
ま
し
た
と
お
り
、
た
く
さ

ん
の
方
々
が
高
血
圧
の
治
療
を
受

け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん

ど
の
場
合
、
お
薬
を
い
た
だ
く
と

き
に
胃
薬
も
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
、
自
然
と
胃
薬
は
た
く
さ
ん
の

方
に
処
方
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

が
ん
の
方
に
と
っ
て
治
療
薬
は
と

て
も
大
切
で
す
。

な
ぜ
お
薬
は
残
っ
て
し
ま
う
の
か

　

で
は
、
必
要
だ
か
ら
処
方
さ
れ

た
お
薬
が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に

残
っ
て
い
る
の
か
、
不
思
議
で
す
。

「
忘
れ
て
し
ま
う
の
よ
」
と
母
は

言
い
ま
し
た
。
高
齢
だ
か
ら
、
仕

方
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
１
日
２
食
の
高
齢
者
に

食
後
３
回
分
の
お
薬
が
処
方
さ
れ

て
い
た
り
、
漢
方
薬
が
苦
手
、
粉

薬
に
む
せ
て
し
ま
う
、
錠
剤
が
大

き
す
ぎ
て
飲
み
込
め
な
い
な
ど
の

理
由
か
ら
、
お
薬
が
飲
め
て
い
な

か
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
現
実
に

起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症

の
方
の
場
合
は
、
お
薬
を
き
ち
ん

と
飲
め
る
よ
う
に
声
か
け
と
確
認

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
方
に

あ
っ
た
方
法
で
、
ど
う
し
た
ら
き

ち
ん
と
飲
む
こ
と
が
で
き
る
の
か

を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

下
野
市
の
恵
ま
れ
た
環
境

　

表
の
よ
う
に
、
下
野
市
の
受
診

率
は
栃
木
県
内
25
市
町
の
中
で
５

位
。
単
純
に
考
え
る
と
、
約
９
割

の
方
が
何
ら
か
の
理
由
で
病
院
を

受
診
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

東
京
並
み
に
病
院
が
た
く
さ
ん
あ

る
下
野
市
は
病
院
に
行
く
こ
と
が

比
較
的
容
易
な
環
境
で
あ
る
と
も

い
え
ま
す
。
ま
た
、
一
人
あ
た
り

の
病
院
ご
と
の
医
療
費
を
比
較
す

る
と
、
25
市
町
の
中
で
23
位
と
い

う
結
果
で
し
た
。
早
め
に
受
診
し

て
、
重
症
化
す
る
こ
と
な
く
、
治

療
に
お
金
と
時
間
が
か
か
る
方
が

少
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
病
院
に
か
か
れ
ば
、
そ
の

分
様
々
な
お
薬
が
処
方
さ
れ
ま
す
。

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
っ
て
？

　
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
と
い

う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
複

数
の
病
気
を
合
併
し
、
多
剤
服
用

（
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
）
す
る
方

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
厚
労
省
の

調
べ
に
よ
る
と
、
65
歳
以
上
で
は

10
剤
以
上
服
用
し
て
い
る
方
が

10
％
以
上
、
75
歳
を
超
え
た
後
期

高
齢
者
で
は
さ
ら
に
こ
の
割
合
が

増
加
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

薬
剤
数
の
増
加
に
伴
い
、
有
害
な

作
用
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
70
歳
以
上
の
９
．
８
％
に
重

複
投
与
が
あ
る
と
さ
れ
る
催
眠
鎮

静
剤
、
抗
不
安
薬
に
つ
い
て
は
、

重
複
投
与
に
よ
る
認
知
症
の
悪
化

な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
要
な
お
薬
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
ひ
と
り
の
方
を
ト
ー
タ
ル
で

診
る
か
か
り
つ
け
医
や
か
か
り
つ

け
薬
剤
師
の
担
う
役
割
が
重
要
で

す
が
、
同
時
に
皆
さ
ん
に
意
識
を

変
え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
福
岡
市
は
「
節
薬

バ
ッ
グ
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
家
に
あ
る
残
薬
を
バ
ッ
グ
に

入
れ
て
薬
局
に
持
っ
て
い
き
、
お

薬
の
調
整
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
効
果
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
も
っ
た
い
な
い
、

後
ろ
め
た
い
と
思
い
な
が
ら
お
薬

を
捨
て
る
よ
り
、
ま
ず
、
効
果
的

に
お
薬
と
付
き
合
う
方
法
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

参
考
文
献

益
山
光
一
：
医
療
保
険
財
政
へ
の

残
薬
の
影
響
と
そ
の
解
消
方
策
に

関
す
る
研
究　

平
成
27
年
11
月

厚
生
労
働
省
：
第
１
回
高
齢
者
医

療
品
適
正
使
用
検
討
会　

平
成
29

年
４
月
17
日

医
療
コ
ラ
ム
　
国
保
で
わ
か
る
！
健
康
安
心
！

獨
協
医
科
大
学
　
准
教
授
　
種
市
　
ひ
ろ
み

埋
蔵
金
が
あ
な
た
の
家
に
も
！
お
薬
の
話

厚生労働省：最近の調剤の動向（平成28年12月分）

栃木県内の市町別受診率
順位 市町名 受診率（％）
1 壬生町 94.6
2 茂木町 92.5
3 宇都宮市 89.6
4 高根沢町 88.5
5 下野市 88.3

栃木県国保連合会：平成28年６月審査分より

高血圧など循環器の治療薬

精神・神経の治療薬

糖尿病などの治療薬

がんの治療薬

胃薬など消化器の薬

その他

医療費（調剤）における薬の割合（％）

22.4

17.3

14.312.4

9.0

24.7

広報しもつけ　2017.7

Shimotsuke
13



16
ミ
リ
映
写
機
技
術
者

養
成
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
本
講
習
を
受
講
し
当
日
の
試
験

に
合
格
す
る
と
、
証
明
書
が
発
行

さ
れ
、
県
や
下
都
賀
地
区
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
（
栃
木
市

栃
木
図
書
館
内
）
が
所
有
す
る
16

ミ
リ
映
写
機
や
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

を
無
料
で
借
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
受
講
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
８
月
６
日
㈰

　
講
習
等
：
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時

　
受
付
：
午
前
９
時
10
分
か
ら

■
会
場　
栃
木
市
栃
木
図
書
館

　
（
栃
木
市
旭
町
12
︱
２
）

■
受
講
料　
無
料

■
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間

　
７
月
３
日
㈪
～
７
月
20
日
㈭

■
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
昼
食

■
申
し
込
み
先

　
生
涯
学
習
文
化
課

　
☎（
32
）８
９
１
９

■
問
い
合
わ
せ
先

　
下
都
賀
地
区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
協
議
会
事
務
局

　
☎
０
２
８
２（
21
）２
４
８
７

■
費
用

５
千
円
（
テ
キ
ス
ト
を
お
持
ち

の
方
は
、
３
千
円
）

■
講
師

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
受
付
期
間
・
方
法

８
月
３
日
㈭
４
日
㈮
の
２
日
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に
ご

来
館
の
う
え
、
費
用
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
は
各
コ
ー
ス
と
も
、

情
報
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎（
40
）０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

８
月
は
お
休
み

９
月
４
日
㈪

午
後
１
時
～
２
時

■
相
談
受
付

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

☎（
40
）０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
講
座
（
エ
ク
セ
ル

２
０
１
３
基
礎
）
受
講
者
募
集

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
と
下

野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
の
協
働
事
業
に
よ

り
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
エ
ク
セ
ル
２
０
１
３
を
使

用
し
て
、
表
や
グ
ラ
フ
の
作
成
、

関
数
を
使
っ
た
計
算
処
理
、
名
簿

の
管
理
な
ど
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を

学
習
し
ま
す
。

　
エ
ク
セ
ル
操
作
を
身
に
つ
け
た

い
方
、
こ
の
機
会
に
受
講
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
コ
ー
ス
及
び
日
時

◎
火
曜
コ
ー
ス
（
全
10
回
）

　
８
月
29
日
～
10
月
31
日

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◎
土
曜
コ
ー
ス
（
全
10
回
）

　
８
月
26
日
～
11
月
11
日

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
（
10
月
14
日
は
休
講
）

■
会
場

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　
文
字
入
力
の
で
き
る
方

■
定
員

各
コ
ー
ス
15
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

■
テ
キ
ス
ト

Ｆ
Ｏ
Ｍ
出
版
「
よ
く
わ
か
る
エ

ク
セ
ル
２
０
１
３
基
礎
」

　
伊
藤　
由
起
枝　
氏

■
申
込
期
間

　
７
月
３
日
㈪
～
８
月
10
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
文
化
課

　
☎（
32
）８
９
１
９

南
河
内
公
民
館

改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

　
南
河
内
公
民
館
は
、
７
月
か
ら

改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
各
部
屋
の
貸
し
出
し
は

通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　

工
事
に
よ
る
騒
音
・
振
動
等
、

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
工
事
期
間

　
７
月
～
平
成
30
年
１
月

■
工
事
内
容

　
屋
根
等
防
水
工
事
、
外
壁
修
繕

工
事
、１
．２
階
ト
イ
レ
改
修
工
事
、

１
階
東
側
旧
相
談
室
改
修
工
事

■
問
い
合
わ
せ
先

　
南
河
内
公
民
館

　
☎（
48
）２
３
９
３

自
分
魅
力
ア
ッ
プ
講
座

受
講
者
募
集

　

人
の
第
一
印
象
は
人
付
き
合

い
・
仕
事
・
恋
愛
な
ど
全
て
の
人

間
関
係
に
お
い
て
と
て
も
大
切
な

も
の
で
す
。
こ
の
講
座
で
は
自
分

を
磨
く
た
め
、
相
手
か
ら
好
感
を

持
た
れ
る
身
だ
し
な
み
や
言
葉
遣

い
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

　
職
場
や
日
常
生
活
で
も
役
立
つ

社
会
人
と
し
て
必
要
な
マ
ナ
ー
を

身
に
着
け
る
と
と
も
に
、
人
と
の

関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
築
き
、
異
性

か
ら
好
感
を
持
た
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
ア
ッ
プ
し
、
婚

活
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
９
月
２
日
㈯
、
９
日
㈯

　
午
前
10
時
～
正
午　
全
２
回

■
会
場　
国
分
寺
公
民
館

■
対
象
者

　
20
歳
以
上
の
独
身
の
方

■
受
講
料
　
無
料

■
定
員
　
20
名

■
講
師　
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
キ
ャ

リ
ア
ア
カ
デ
ミ
ー

【
正
解
は
】
③　
詳
し
く
は
、
27
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ
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新
・
下
野
市
風
土
記

新
・
下
野
市
風
土
記

新・下野市風土記

　

ま
た
今
年
も
、
夏
の
花
火
大
会
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
夏
に
限
ら
ず
秋
や
冬
、
正

月
に
も
花
火
大
会
を
行
う
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
花

火
は
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
？
諸

説
様
々
で
す
が
、
花
火
は
一
般
的
に
5
世
紀
の
中
国

（
魏ぎ

晋し
ん

）
で
発
明
さ
れ
た
、
硝し

ょ
う
せ
き石（
硝
酸
塩
の
混
合
物
）

と
硫
黄
と
炭
を
混
ぜ
燃
焼
と
爆
発
が
起
こ
り
や
す
く

し
た
火
薬
と
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
火
薬
は
良
く
燃
え
る
こ
と
で
当
初
使
用
さ
れ
ま

し
た
が
、
次
第
に
爆
竹
に
似
た
も
の
が
造
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
破
裂
し
、
光
と
爆
音
を
発
す
る
火
薬
を
用

い
た
武
器
「
て
つ
は
う
：
手
榴
弾
の
よ
う
な
炸
裂
弾
」

は
、
元げ

ん
こ
う寇
（
１
２
７
４
〜
１
２
８
１
年
）
の
時
に
使

わ
れ
、『
蒙も

う
こ
し
ゅ
う
ら
い
え
こ
と
ば

古
襲
来
絵
詞
』
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
２
回
目
の
弘こ

う
あ
ん
の
え
き

安
の
役
の
時
の
六ろ

く
は
ら
た
い
し
ょ
う

波
羅
大
将

は
宇
都
宮
貞
綱
で
、
６
万
人
も
の
兵
を
率
い
て
出
陣

し
ま
し
た
が
、
到
着
前
に
元
軍
は
壊
滅
し
戦
闘
に
は

未
参
加
の
強
運
の
人
で
す
。

　

ま
た
、
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
時
代
ま
で
遡
る
と
の

説
も
あ
り
、
フ
ビ
ラ
イ
が
築
い
た
モ
ン
ゴ
ル
大
帝
国

は
、
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
迫
り
ま

し
た
。
こ
の
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
硝
石
が
伝
わ
り
、

武
器
と
し
て
開
発
が
進
み
ま
し
た
。
１
５
４
３
年
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
が
種
子
島
に
鉄
砲
を
伝
え
ま
し
た
が
、
こ

れ
が
そ
の
武
器
で
す
。
鉄
砲
に
使
用
す
る
火
薬
の
原

料
で
あ
る
硝
石
は
、
鉱
物
と
し
て
日
本
で
は
産
出
し

ま
せ
ん
。
こ
の
硝
石
を
製
造
す
る
の
は
と
て
も
大
変

で
様
々
な
製
法
が
研
究
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
美
濃
や

加
賀
（
現
在
の
岐
阜
、
富
山
、
石
川
県
）
で
は
良
質

の
硝
石
（
煙
硝
、
塩
硝
）
が
生
産
さ
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
文
献
な
ど
に
よ
る
と
、
ひ
え
、
た
ば
こ
、

そ
ば
、
蚕
の
糞
、
人
の
尿
と
土
を
混
ぜ
腐
敗
さ
せ
、
更

に
糞
尿
を
加
え
時
折
混
ぜ
ま
す
。
こ
の
作
業
が
非
常

に
臭
く
辛
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
を
３
〜

５
年
繰
り
返
し
固
ま
っ
た
表
面
の
土
を
集
め
て
煮
詰

め
乾
燥
さ
せ
硝
石
と
し
ま
し
た
。

　

観
賞
用
の
花
火
は
14
世
紀
に
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
祝
祭
礼
に
使
用
さ
れ
た

の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
１

５
８
９
年
に
伊
達
政
宗
が
山
形
の
米
沢
城
で
中
国
人

が
献
上
し
た
花
火
が
最
初
と
も
、
１
６
１
３
年
駿
府

城
に
徳
川
家
康
を
訪
問
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
が
手
筒
花

火
を
献
上
し
た
の
が
最
初
と
も
、
家
康
が
天
下
統
一

後
に
三
河
の
鉄
砲
衆
に
娯
楽
用
の
花
火
を
造
ら
せ
た

（
三
河
花
火
）
が
発
祥
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
康

の
家
臣
団
に
は
伊
賀
・
甲
賀
の
忍
び
の
者
が
多
く
お

り
、
火
薬
を
使
う
熟
練
の
技
術
と
知
識
を
持
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
後
に
江
戸
の
町
の
完
成
と

と
も
に
江
戸
に
上
・
下
屋
敷
を
持
つ
諸
大
名
も
花
火

を
競
っ
て
あ
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

１
６
５
８
年
（
万
治
元
年
）、
大
和
国
（
奈
良
県
）

の
現
在
の
五
条
町
か
ら
江
戸
に
出
て
き
た
初
代

か
ぎ
や
や
へ
い

屋
弥
兵
衛
が
、
幕
府
の
狼の

ろ
し煙
方
の
打
ち
上
げ
を
見

て
玩
具
花
火
を
考
案
し
、
１
７
１
７
年
（
享
保
２
年
）

に
水
神
祭
の
余
興
と
し
て
献
上
花
火
を
打
ち
上
げ
た

の
が
納
涼
花
火
の
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
水

神
祭
と
は
現
在
で
も
宗
教
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
「
施せ

が

き
餓
鬼
」
に
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
当
時
、

人
び
と
の
生
活
と
密
着
し
て
い
た
大
川
（
隅
田
川
）
の

川
開
き
（
旧
暦
5
月
28
日
〜
8
月
26
日
ま
で
の
納
涼

期
間
）
の
期
間
に
川
で
水
難
事
故
が
起
き
な
い
よ
う

に
施
餓
鬼
を
行
い
、
亡
者
や
無
縁
仏
等
の
霊
に
食
べ

物
、
飲
み
物
な
ど
の
供
物
を
施
し
無
事
を
祈
っ
た
行

事
で
す
。
特
に
１
７
３
３
年
、
将
軍
吉
宗
の
時
に
は

前
年
大
飢
饉
に
襲
わ
れ
、
コ
レ
ラ
が
蔓
延
し
て
多
く

の
死
者
が
出
ま
し
た
。
こ
の
時
に
は
悪
霊
退
散
の
願

い
を
込
め
て
、
花
火
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

現
在
、
長
崎
県
で
送
り
盆
の
精
霊
流
し
の
際
、
爆
竹

な
ど
を
盛
大
に
鳴
ら
す
風
習
も
何
ら
か
の
関
係
が
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
１
７
８
６
年
に
塩

素
酸
カ
リ
ウ
ム
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
花
火
に
色
々

な
色
が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
で
の
色
彩
豊
か

な
花
火
は
１
８
７
９
年
以
降
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
橋
横
山
町
に
初
代

屋
弥
兵
衛
が
店
を
構
え

て
か
ら
6
代
目
の
時
（
8
代
目
の
説
も
）、
番
頭
の
清

吉
（
清
七
と
の
説
も
）
が
の
れ
ん
分
け
を
許
さ
れ
、
両

国
吉
川
町
に
「
玉
屋
」
を
開
業
し
ま
す
。
以
降
、
こ

の
2
軒
で
両
国
橋
の
上
下
流
を
二
分
し
て
「
玉
屋
」・

「

屋
」
の
競
演
と
共
に
有
名
な
掛
け
声
が
定
着
し
ま

す
。
し
か
し
、
実
は
「
玉
屋
」
は
そ
の
後
、
失
火
に

よ
り
廃
業
。
営
業
期
間
は
お
よ
そ
30
年
と
い
わ
れ
、

屋
は
戦
前
ま
で
続
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

玉
屋
Z

屋
Z　

鉄
砲
の
火
薬
・

　
　
　
　

花
火
の
原
料
の
硝
酸
は
、
実
は
…

下
野
市
教
育
委
員
会　

文
化
財
課
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環境トピ
ックス

■問い合わせ先■　環境課　☎（32）8898

環境トピッ
クス

殺
虫
剤
・
除
草
剤
な
ど
に
よ
る

被
害
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に

　

植
物
の
病
気
や
害
虫
の
防
除
、

除
草
な
ど
に
お
い
て
農
薬
は
有
効

で
す
が
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、

人
や
犬
猫
な
ど
飼
育
動
物
の
健
康

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

農
薬
を
使
用
す
る
方
は
適
正
利

用
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
住
民
へ
の
配
慮

　

病
害
虫
や
雑
草
の
早
期
発
見
に

努
め
、
被
害
状
況
に
応
じ
剪
定
や

捕
殺
・
防
虫
網
の
活
用
な
ど
の
方

法
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

②
散
布
時
の
対
策

　

散
布
は
、
無
風
ま
た
は
風
が
弱

い
時
に
行
う
な
ど
、
近
隣
に
影
響

が
少
な
い
日
や
、
で
き
る
だ
け
人

が
い
な
い
時
間
帯
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

③
事
前
の
周
知

　

周
囲
の
住
民
に
対
し
て
、
事
前

に
、
農
薬
の
使
用
目
的
、
散
布
日

時
、
使
用
農
薬
の
種
類
な
ど
に
つ

い
て
、
回
覧
板
や
チ
ラ
シ
な
ど
を

利
用
し
て
周
知
し
ま
し
ょ
う
。

④
立
て
札
・
見
張
り

　

子
ど
も
や
通
行
人
、
ペ
ッ
ト
な

ど
が
散
歩
す
る
場
所
で
散
布
す
る

場
合
は
、
散
布
作
業
中
や
、
薬
液

が
乾
く
ま
で
、
見
張
り
役
を
立
て

環
境
美
化
県
民
運
動
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

５
月
28
日
に
環
境
美
化
県
民
運

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
も
、

多
く
の
自
治
会
や
事
業
所
の
皆
様

に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
収
集
し
た
ご
み
の
持
ち

帰
り
に
つ
い
て
も
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、

環
境
美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
市
内
の
参
加
団
体
数

・
１
０
１
自
治
会

（
参
加
人
数
６
６
２
３
人
）

・
34
事
業
所

（
参
加
人
数
８
６
１
人
）

※
28
日
以
外
に
実
施
し
た
団
体
も

含
み
ま
す
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
よ
う
！

身
近
な
と
こ
ろ
の
リ
サ
イ
ク
ル

バ
ス
ツ
ア
ー
」
開
催

　

市
内
の
ご
み
処
理
施
設
の
実
態

と
企
業
に
お
け
る
徹
底
し
た
ご
み

の
分
別
と
再
資
源
化
、
環
境
負
担

軽
減
へ
の
取
組
み
を
見
学
す
る
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

８
月
３
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
対
象

　

市
内
の
小
学
４
～
６
年
生
（
保

護
者
同
伴
の
場
合
に
限
り
、
小
学

１
～
３
年
生
の
弟
・
妹
参
加
可
）

■
受
付

　

７
月
３
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
電

話
に
て
受
付
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
50
名

■
見
学
場
所

・
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
茂
原

・
道
の
駅
し
も
つ
け
（
休
憩
）

・
ウ
ィ
ズ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル
㈱

・
㈱
シ
ジ
シ
ー
ジ
ャ
パ
ン

■
参
加
費　
無
料

た
り
、
立
て
札
・
立
て
看
板
な
ど

を
表
示
し
、
散
布
区
域
内
に
関
係

者
以
外
の
者
が
入
ら
な
い
よ
う
に

配
慮
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

花
火
を
ご
み
と
し
て
出
す
と
き

　

遊
ん
だ
後
の
花
火
は
、
火
が
消

え
た
よ
う
に
見
え
て
も
火
種
が

残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

そ
の
ま
ま
捨
て
る
と
火
災
に
な
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

花
火
の
使
用
後
は
、
バ
ケ
ツ
の

水
に
よ
く
浸
す
な
ど
し
て
確
実
に

消
火
を
し
て
か
ら
捨
て
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
未
使
用
の

花
火
を
捨
て
る
場
合
も
、
同
じ
よ

う
に
水
に
よ
く
浸
し
て
か
ら
捨
て

て
く
だ
さ
い
。

　

花
火
を
ご
み
と
し
て
出
す
と
き

は
、
必
ず
分
別
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
木
や
紙
で
で
き
た
も
の
は

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
の
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
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環境トピ
ックス

４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
対
策
期
間

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
風
が
弱

く
、
気
温
が
高
く
晴
れ
た
日
に
発

生
し
や
す
く
、
目
が
チ
カ
チ
カ
す

る
、
頭
痛
が
す
る
、
息
苦
し
い
な

ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

栃
木
県
で
は
、
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

濃
度
が
一
定
基
準
値
以
上
と
な
り
、

そ
の
状
態
が
継
続
す
る
と
予
想
さ

れ
る
場
合
に
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

注
意
報
を
発
令
し
て
い
ま
す
。

■
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発

令
さ
れ
た
ら

　

屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け

ま
し
ょ
う
。
目
が
チ
カ
チ
カ
し
た

り
、
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
り
し
た

と
き
は
、
洗
顔
や
う
が
い
を
し
て
、

し
ば
ら
く
安
静
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
洗
顔
や
う
が
い
を
し
て

も
症
状
が
治
ま
ら
な
い
と
き
は
、

す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

■
Ｐ
Ｍ
２
．
５
の
注
意
喚
起
に
つ

い
て

　

栃
木
県
で
は
、
県
内
の
Ｐ
Ｍ
２
．

５
濃
度
の
１
日
あ
た
り
の
平
均
値

が
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
（
１
立
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
）
を
超
え
る
と

予
想
さ
れ
る
場
合
に
、
注
意
喚
起

情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の

構
築
と
ゴ
ミ
の
減
量
化
の
た
め
、

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
た
い
』『
譲
っ

て
ほ
し
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
・
電
気
ス
ト
ー

ブ
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
「
日
本
の
四

季
」
他
・
ベ
ビ
ー
用
ハ
イ
チ
ェ
ア

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
電
気
オ
ル

ガ
ン
・
石
橋
中
学
校
学
生
服
・
ネ

ク
タ
イ
・
Ｙ
シ
ャ
ツ
（
男
児
用
）・

た
ん
す
（
１
８
０
㎝
×
１
８
０
㎝

×
43
㎝
）・
整
理
た
ん
す
・
食
堂

テ
ー
ブ
ル
＆
イ
ス
（
4
脚
）・
ふ

と
ん
一
式
・
テ
レ
ビ

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
自
転
車
（
大
人
用
）
24
～
26
イ

ン
チ
・
電
子
レ
ン
ジ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ

レ
イ
ヤ
ー
・
薬
師
寺
幼
稚
園
制
服
・

薬
師
寺
幼
稚
園
体
操
服
（
ジ
ャ
ー

ジ
）

■
注
意
喚
起
情
報
が
出
た
ら

　

屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運

動
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
外
出
は
で

き
る
だ
け
控
え
て
く
だ
さ
い
。
屋

内
に
お
い
て
も
換
気
や
窓
の
開
閉

を
必
要
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾

患
の
あ
る
方
、
子
供
、
高
齢
の
方

な
ど
は
、
体
調
に
応
じ
て
、
よ
り

慎
重
に
行
動
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

■
も
っ
と
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
や
Ｐ

Ｍ
２
．
５
に
つ
い
て
知
り
た
い

・
栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
と
ち

ぎ
の
青
空
」

http://w
w
w
.pref.tochigi.lg.

jp/d03/eco/kankyou/hozen/
aozora.htm

l

・
栃
木
県
防
災
メ
ー
ル
配
信

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
空

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
登
録
画
面

へ
の
リ
ン
ク
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
付
与
さ
れ

た
メ
ー
ル
が
返
送
さ
れ
ま
す
。

メ
ー
ル
配
信
を
登
録
さ
れ
た
方
に

は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
ま

た
は
Ｐ
Ｍ
２
．
５
注
意
喚
起
情
報

が
出
さ
れ
る
と
そ
の
情
報
が
自
動

配
信
さ
れ
ま
す
。

野沢氏による講演の様子

　

テ
ー
マ
の
例
と
し
て
、

○「
中
小
規
模
事
業
所
の
省
エ
ネ
・

節
電（
経
営
者
は
何
を
す
べ
き
か
、

担
当
者
は
ど
う
行
動
す
べ
き
か
）」

○
「
家
庭
の
省
エ
ネ
（
家
庭
で
の

賢
い
節
電
な
ど
）」

○
「
地
球
温
暖
化
っ
て
何
？　

市

民
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？
」

○
「
子
供
た
ち
に
知
っ
て
ほ
し
い

地
球
温
暖
化
と
子
供
た
ち
の
で
き

る
活
動
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

市
全
体
と
し
て
の
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
や

家
庭
の
光
熱
費
削
減
に
も
貢
献
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
団
体
や
市
内
事
業
所
・
小

中
学
校
な
ど
の
講
演
や
イ
ベ
ン
ト

で
は
、「
下
野
省
エ
ネ
塾
」
を
ぜ

ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
市
民
会
議
所
属
団
体
紹
介

　
「
し
も
つ
け
環
境
市
民
会
議
」

の
所
属
団
体
の
一
つ
に
、「
下
野

省
エ
ネ
塾
」
が
あ
り
ま
す
。

　

塾
長
は
、
環
境
大
臣
認
定
の
環

境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る

野
沢
定
雄
氏
で
す
。
野
沢
氏
は
企

業
に
お
い
て
25
年
以
上
、
省
エ
ネ

活
動
を
専
門
に
こ
な
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
省
エ

ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、
２

０
０
件
以
上
の
省
エ
ネ
診
断
や
指

導
、
セ
ミ
ナ
ー
講
師
、
講
演
な
ど

を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　
「
塾
」
と
言
っ
て
も
特
定
の
塾

生
は
な
く
、
塾
長
以
外
の
下
野
市

民
全
員
が
塾
生
だ
と
考
え
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
下
野
市
以

外
の
活
動
も
多
く
、
北
海
道
か
ら

四
国
ま
で
の
各
経
済
産
業
局
主
催

の
省
エ
ネ
イ
ベ
ン
ト
や
様
々
な
業

界
団
体
の
省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー
で
講

演
し
た
り
、
企
業
の
省
エ
ネ
診
断

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
や
は
り
下
野
市
に

直
接
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
思
い

で
「
下
野
省
エ
ネ
塾
」
で
は
幅
広

い
テ
ー
マ
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

ゆ
う
が
お
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
通
信
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地域ふれあいサロンを紹介します！

通古山元気か～いサロン
○開催場所　通古山自治会公民館
○開催日時　毎月第２水曜日　午前10時～正午
○活動内容
　・歌謡ショー・フラダンス・フォークダンス
　・語り部・笑タイム・おしゃべりタイム
　・脳トレタイム等
○ＰＲ
　発足して10年目をむかえるサロンです。参加者も
スタッフも一緒になって楽しくやっております。
ちょっとのぞいてみようかなと思う方、スタッフに
加わりたいと思う方、扉を開けてスタッフ一同お待
ちしております。
※写真は歌謡ショーの様子

楽笑会
○開催場所　西区公民館
○開催日時　毎週月曜日　午前10時～正午
○活動内容
　・しもつけ元気はつらつ体操
　・ヨガ体操・茶話会・ゲーム等
○ＰＲ
　市スローガン「思いやりの心で互いに支えあい、
いきいきと暮らせる　幸せ実感のまち下野」を基に、
自治会の高齢者や家族に理解・協力してもらい、体
操や茶話会を中心とした活動をしています。体操や
茶話会は、転倒予防効果や認知症発症リスク軽減に
つながります。
　地域の方の参加をお待ちしております。
※写真は介護予防事業の教室の様子

■地域ふれあいサロンってどんなところ？
　高齢者の皆さんが健康で楽しい生活を送れるよう、地域住民やボランティアが一緒に仲間や生きが
いをつくる交流の場です。地域住民同士がつながりを持つことによって、お互いに支えあい助け合う
地域づくりを目指します。
　市内で活動する地域ふれあいサロンを紹介していきます。

　地域ふれあいサロンに参加希望の方、興味のある方は高齢福祉課またはお近くの地域包括支援セン
ターへお問い合わせください。
　また、一緒に活動してくださるボランティアさんを募集しています。ぜひお問い合わせください。
■問い合わせ先
　高齢福祉課　☎（32）8904　　　　　　　　　　　地域包括支援センターみなみかわち　☎（48）1177
　地域包括支援センターいしばし　☎（51）0633　　地域包括支援センターこくぶんじ　☎（43）1229
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いつまでも自立して、豊かな暮らしを続けるために、積極的に体を動かしましょう！
■対象者　65歳以上で身の回りのことに介助を要しない方で、全コース出席できる方。
　　　　　なお、今年度すでに同じ教室に参加された方は、ご遠慮ください。
■申し込み先　高齢福祉課　☎（32）8904

事業名 内容 場所 日時 申込期間

転倒骨折
予防教室

筋肉や骨を衰えないように
からだを動かし、ご自宅で
も運動を継続できるよう楽
しく簡単にできる「筋力ト
レーニング」をご紹介します。
定員：40名

国分寺公民館

9月6日～
　　    11月22日
毎週水曜日
13：30〜15：30

8月1日～
　　8月25日

脳力アップ
トレーニング

教室

認知症を予防することを目
的に身体と脳を連動させた
体操やご自宅でも継続しや
すい「脳トレ」も併せて実
施します。
定員：30名
参加料：200円

石橋公民館

9月4日～
　　    12月4日
毎週月曜日
9：30～11：30

8月1日～
　　8月25日

ゲーゴル
セラピー教室

ゲーゴルセラピーとは、認
知症の改善を目的に開発さ
れたもので5つのプログラ
ムを一体的に組み合わせて
行います。物忘れが気にな
る方や足腰が弱くなってき
た方はぜひご参加ください。
定員：20名程度

南河内公民館

8月2日～
　　　 11月29日
毎週水曜日
9：00～12：00

7月10日～
　　7月31日

男の筋トレ塾

トレーニングマシーンを使
用し、男性の筋トレに特化
した教室です。みんなでい
い汗流しませんか。
定員：20名

保健福祉センター
ゆうゆう館

トレーニングルーム

9月5日～
　　　 11月21日
毎週火曜日
9：30～11：30

8月1日～
　　8月21日

          【ゲーゴルセラピー教室の様子】　　　　　　　　　　【脳力アップトレーニング教室の様子】

一般介護予防事業のご案内平成29年4月から
教室の形態を変え
て実施しています！
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ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
講
習
会

　

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
と
は
、
ゴ
ル

フ
入
門
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

幼
稚
園
生
か
ら
年
配
の
方
ま
で
、

30
分
の
練
習
で
コ
ー
ス
を
ラ
ウ
ン

ド
で
き
ま
す
。

■
日
時

　

７
月
16
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
〜

※
毎
月
第
３
日
曜
日
開
催

■
場
所

　

星
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

■
費
用

　

無
料

■
定
員

　

24
名
（
先
着
順
）

■
参
加
資
格

　

ど
な
た
で
も
Ｏ
参
加
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

・
道
具
は
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

・
大
人
の
方
は
、
襟
付
き
の
シ
ャ

ツ
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
靴
は

運
動
靴
可
。
ジ
ー
パ
ン
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

■
場
所　
国
分
寺
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

原
則
と
し
て
市
在

住
・
在
学
の
小
・
中
学
生

■
種
目　
中
学
生
男
子
、
中
学
生

女
子
、
小
学
５
・
６
年
生
男
子
、

小
学
５
・
６
年
生
女
子
、
小
学
４

年
生
以
下
男
子
、
小
学
４
年
生
以

下
女
子
の
す
べ
て
シ
ン
グ
ル
ス

■
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

■
申
し
込
み

①
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

・
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

・
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

②
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
申
し
込
み

も
受
け
付
け
ま
す
。

※
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
の
場
合
、

①
氏
名
②
種
目
別
③
所
属
④
住
所

ま
た
は
学
校
名
⑤
連
絡
先
を
本
文

に
記
載
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
完
了
の
通
知
を
送
信
い
た

し
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間

　

７
月
10
日
㈪～

30
日
㈰
午
後
５
時

■
そ
の
他

　

組
み
合
わ
せ
は
、
当
日
発
表
し

ま
す
。

スポーツ振興課スポーツ振興課
☎（32）８９２０☎（32）８９２０問い合わせ先

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

・
少
年
女
子
（
監
督
）

　

遠
藤
敦
史

・
少
年
女
子

　

醍
醐
和
桂
、
佐
川
智
香

・
な
ぎ
な
た
競
技
成
年
女
子

　

飯
野
小
百
合

ゴ
ル
フ
競
技

・
成
年
男
子

　

百
目
鬼
光
紀

・
少
年
男
子

　

前
田
光
史
朗

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ

ス
大
会
参
加
者
募
集

　

市
内
で
活
動
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
テ

ニ
ス
選
手
の
た
め
の
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時

　

８
月
５
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
集
合

　
（
雨
天
時
は
翌
週
に
順
延
）

体
育
協
会

下
野
市
体
育
協
会
表
彰

　

協
会
の
充
実
発
展
と
市
社
会
体

育
の
普
及
・
振
興
に
対
し
貢
献
し
、

受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
平
成
28
年
度
栃
木
県
少
年
空
手

道
錬
成
大
会

・
小
学
２
年
生
形
の
部
準
優
勝

　

橋
本
理
央

○
平
成
28
年
度
栃
木
県
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
陸
上
競
技

・
一
般
女
子
４
×
100
ｍ
リ
レ
ー　

優
勝

　

赤
井
菜
月
、
木
幡
奈
央
、
渡
辺

美
咲
、
中
井
潤

・
一
般
女
子
１
５
０
０
ｍ
優
勝

　

滝
川
陽
希

○
第
71
回
国
民
体
育
大
会

・
柔
道
競
技
成
年
男
子

　

北
野
裕
一

・
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
少
年
男
子

（
監
督
）

　

篠
崎
和
郎

・
剣
道
競
技
成
年
男
子

　

佐
藤
哲
通

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
32
）８
９
２
０

　

テ
ニ
ス
協
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

担
当
　
井
上

　

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

　
　

tennis_m
urao@

nifty.
comテ

ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://scta.b.la9.jp/

URL

　

ゴ
ル
フ
協
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

☎（
44
）４
４
３
３
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下
野
市
ゴ
ル
フ
教
室

　

未
経
験
者
で
も
、
ク
ラ
ブ
が
無

く
て
も
大
丈
夫
！
コ
ー
ス
デ

ビ
ュ
ー
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時

・
火
曜
ク
ラ
ス

　

７
月
25
日
～
９
月
19
日
の
毎
週

火
曜
日
（
全
８
回
）

　

午
後
７
時
～
９
時

・
土
曜
ク
ラ
ス
（
午
前
の
部
）

　

７
月
29
日
～
９
月
23
日
の
毎
週

土
曜
日
（
全
８
回
）

　

午
前
10
時
～
正
午

・
土
曜
ク
ラ
ス
（
午
後
の
部
）

　

７
月
29
日
～
９
月
23
日
の
毎
週

土
曜
日
（
全
８
回
）

　

午
後
１
時
～
３
時

■
場
所

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

■
費
用

　

１
回
２
，
０
０
０
円

　
（
レ
ッ
ス
ン
代
、
ボ
ー
ル
代
込

み
）

※
毎
回
の
レ
ッ
ス
ン
ご
と
の
お
支

払
い
と
な
り
ま
す

■
定
員

　

各
ク
ラ
ス
８
名
（
先
着
順
）

■
参
加
資
格

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　

お
ひ
と
り
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
！

■
日
時

　

７
月
25
日
㈫

■
場
所

　

星
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

■
費
用

　

プ
レ
ー
代
８
，
０
０
０
円
（
昼

食
・
ド
リ
ン
ク
・
パ
ー
テ
ィ
ー
付

き
）
／
参
加
費
２
０
０
０
円

■
定
員

　

１
２
０
名

■
参
加
資
格

　

市
在
住
在
勤
者
及
び
そ
の
紹
介

者■
申
込
締
切

　

７
月
15
日
㈯

※
締
め
切
り
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ

ル
に
つ
い
て
は
参
加
費
を
い
た
だ

き
ま
す
（
参
加
賞
は
差
し
上
げ
ま

す
）

プールオープンプールオープンプールオープンプールオープン
のお知らせ

国分寺B＆G
海洋センタープール

■開園日
　７月15日（土）～８月31日（木）毎日開園
　火・木・土は夜間開園（７月15日から）
■開園時間
　入替え制になります。
　午前・・・午前９時～11時30分
　午後・・・午後１時～４時30分
　夜間・・・午後６時～８時30分
■入場料
　幼　　　児：無料（オムツ着用不可）
　小・中学生：100円
　一　　　般：210円
※お得な回数券もあります。
■問い合わせ先
　国分寺B＆G海洋センター
　☎（44）5131

大松山
運動公園プール

■開園日
　７月15日（土）～８月31日（木）毎日開園
　ただし、天候により閉鎖あり
■開園時間
　午前９時〜午後５時
■入場料
　幼　　　児：無料（オムツ着用不可）
　小・中学生：210円
　一　　　般：540円
※お得な回数券もあります。
■問い合わせ先
　プール直通
　☎（52）0163
　（７月１５日から）

７月15日（土）午前９時オープン
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図書館インフォメーション

       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
   25 26 27 28 29

 日 月 火 水 木 金 土

23
30

24
31

       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
   25 26 27 28 29

 日 月 火 水 木 金 土

23
30

24
31

       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
   25 26 27 28 29

 日 月 火 水 木 金 土

23
30

24
31

Library Inform
ation

図
書
館

図
書
館
利用案内
■７月の図書館カレンダー

■開館時間
　午前９時～午後７時
■図書館ホームページ
（蔵書検索・予約システム）

　http://www.library.
　　 shimotsuke.tochigi.jp/

　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
　　 com/shimotsuke/mb/

|南河内図書館 ☎48-2395

|石橋図書館 ☎52-1136

|国分寺図書館 ☎44-3399

ＱＲコード

ＱＲコード

石橋図書館
■おはなし会　午前10時30分～
７月１日㈯　「七夕スペシャル版」
７月15日㈯　「11ぴきのねこどろんこ」他
■工作会「とべ！タケとんぼ」
７月９日㈰　午後２時～
定員：先着15名
■読書会
７月12日㈬　午前10時～
テキスト／大岡 昇平 著「事件」
■ちいさなおはなし会
７月17日（月祝）　午前10時30分～
■古典文学講座「雨月物語」
第３回「浅茅が宿」
７月22日㈯　午後２時～３時30分
■新聞コラム書き写しの会
７月24日㈪　午前10時～11時30分
■子ども司書体験講座　第三回
７月31日㈪　午前10時30分～午後３時

国分寺図書館
■七夕まつり
７月２日㈰
・工作会　午前11時～

「かさ袋ロケットを星空にとばそう！」
・フルートコンサート　午後２時～
演奏者：伊東 真理子 氏
定員各20名　※要申し込み
■新聞コラム書き写しの会
７月７日㈮・21日㈮　午前10時～
参加無料　持ち物：筆記用具
■お話ポケットの会のおはなし会
７月８日㈯　午後２時～
絵本「ぼくはからっぽぱんつくん」ほか
■古文書を学ぶ会　２階視聴覚室
７月６日㈭・20日㈭
午前10時～正午　※見学歓迎
■読書会　２階視聴覚室
７月15日㈯　午前10時～
テキスト／小池 真理子 著「冬の伽藍」
■調べる学習支援講座
７月29日㈯　午後２時～４時
内容：ちょうのことについて調べよう！
講師：谷萩 昌道 先生
対象：小学生　定員：20名　※要申し込み
　　　（低学年は、保護者同伴）

南河内図書館
■七夕まつり
７月１日㈯　午前11時～
工作会「ポリ袋で織姫と彦星に変身！」
　　　　＆笹の葉飾り
定員：10名　先着順　申し込み受付中
■夏のお楽しみパネルシアター
７月８日㈯　午前10時30分～（１時間程度）

「金太郎」「おりひめとひこぼし」

■読書会
７月８日㈯　午前10時～
テキスト／「どんな時でも人は笑顔になれる」
渡辺 和子 著
■読み語り＆パネルシアター
７月22日㈯　午後２時～

「ペンギーノくんのすてきななつやすみ」他
■調べる学習支援講座

「図書館案内ロボットのメカニズムを知ろう！」
７月27日㈭　午後２時～４時（予定）
対象：小学生　※低学年は保護者同伴
定員：20名　先着順
　　　　　　　（※要申し込み　受付中）
協力：小山工業高等専門学校機械工学科

全館合同企画のお知らせ
■分類ビンゴ
７月22日㈯～８月31日㈭
対象：小学生まで
いろいろな本を読んでみよう！
ビンゴするとプレゼントがもらえるよ。

図書館講座や催し物については、図書
館ホームページでもご案内しています。
くわしくは各図書館におたずねください。

図書館購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
のっけパスタ（石）	 …塩田 ノア
紙バンドを結んで作るずっと持ちたい
かご（石）	 …古木 明美
BUTTER（石・国）	 …柚木 麻子
ねこ背がラクラク治る本（国）
	 …岡田 和人
猫の傀儡（国・南）	 …西條 奈加
かがみの孤城（国・南）	 …辻村 深月

＜児童書＞
ヤモップさん、ぴたっとかいけつ！

（南・石）	 …松山 円香
理科のお話３６６（石）	 …小森 栄治
くろねこのどん（石・国・南）
	 …岡野 かおる子
雑草図鑑（国）	 …亀田 龍吉
つまんないつまんない（石・国・南）
	 …ヨシタケシンスケ
こども「シェイクスピア」（南）
	 …齋藤 　孝

※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図
書館どこでも貸出（貸出中は予約）が
可能です
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読書人

◇課題図書は、限られた期間内にひとりでも多くのお子さんが読めるよう、特別ルールを設けています。
①市内在住の対象児童・生徒のみ　②ひとり一冊　③期限は一週間（延長不可）　④貸出館に返却厳守

石橋図書館 ☎（52）1136／国分寺図書館 ☎（44）3399／南河内図書館 ☎（48）2395

図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ

青少年読書感想文全国コンクール
課題図書

　今月の読書人は、青少年読書感想
文全国コンクールの課題図書を紹介
します。課題図書は市内全館でご用
意しますが、希望者が多い本は予約
による順番待ちになりますので、
お早めにご来館ください。
　なお、課題図書はインター
ネットからの予約はできません
ので、ご了承ください。

すばこ

キム・ファン 文
イ・スンウォン 絵
ほるぷ出版

ことりたちの家、すばこ。さて、こ
のすばこは何のためにだれが作った
のでしょうか。すばこのはじまりを
かいた、ノンフィクション絵本。

干したから…

森枝 卓士
文・写真

フレーベル館
いつもは生で食べている野菜やくだ
ものを干したらどうなる…？チーズ
やカエルは…？？「干す」ふしぎが
わかる写真えほん。

霧のなかの
白い犬

アン・ブース 著
あかね書房

大好きな祖母が突然飼いはじめた白
いシェパードの子犬に大喜びする
ジェシー。誰も知らなかった祖母の
秘密の過去について子犬を通して知
ることになるが…。

月はぼくらの
宇宙港

佐伯 和人 作
新日本出版

月はいま、人類が宇宙へむかうため
の宇宙港として注目を集めています。
月の最新科学やこれからの人類と月
との関わりを紹介。

ストロベリー
ライフ

荻原 浩 著
毎日新聞出版

田舎の父が倒れた―。連絡をうけて、
都会で仕事をしていた恵介は実家の
イチゴ栽培を手伝うはめになってし
まうが…。

【小学校低学年】 【小学校中学年】 【小学校高学年】

【中学校】 【高等学校】

《小学生向け課題図書一覧》
【小学校低学年】
・ばあばは、だいじょうぶ／楠 章子 作　いしい つとむ 絵
・なにがあってもずっといっしょ／くさの たき 作　つじむら あゆこ 絵
・アランの歯はでっかいぞこわーいぞ／ジャーヴィス 作　青山 南 訳
★すばこ／キム・ファン 文　イ・スンウォン 絵

【小学校中学年】
・くろねこのどん／岡野 かおる子 作
・空にむかってともだち宣言／茂木 ちあき 作
・耳の聞こえないメジャーリーガー ウィリアム・ホイ
　ナンシー・チャーニン 文　ジェズ・ツヤ 絵　斉藤 洋 訳
★干したから…／森枝 卓士 写真・文

【小学校高学年】
・チキン！／いとう みく 作
・ぼくたちのリアル／戸森 しるこ 作
・転んでも、大丈夫／臼井 二美男 著
★霧のなかの白い犬／アン・ブース 著　杉田 七重 訳

★のついた本についてあらすじをご紹介しています。

【中学校】
・円周率の謎を追う／鳴海 風 作
・ホイッパーウィル川の伝説／

キャシー・アッペルト，アリス
ン・マギー 著　吉井 知代子 訳

★月はぼくらの宇宙港／
佐伯 和人 作

【高等学校】
・フラダン／古内 一絵 作
・犬が来る病院／大塚 敦子 著
★ストロベリーライフ／荻原 浩 著
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月 火 水 木 金 土 日

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。！

め
す
す
お
に
く
と

今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

しもつけかんぴょうまつりを開催！…P25

かんぴょうの消費拡大支援事業について…P27

中小企業の支援関係補助金等のご案内…P29

救急車の適正利用にご協力ください…P31

産業祭の出展者を募集しています…P39

 

 

 

 

今
月
誕
生
日
！…

誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん（
小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（32）
８
８
８
６
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）お
よ
び
写
真
デ
ー
タ（
４
０
０
キ
ロ
バ
イ
ト
以
上
が
望
ま
し
い
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ

さ
い
。申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。掲
載
可
否
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

誕生日のみんな！
おめでとう

ダブルステニス大会
（6.17）
弓道大会（6.17）
一年の折り返しの日
（7.43）

自治医科大学公開講座
（6.15）

市民卓球大会（6.16）
グリム童話を旅する
（6.28）

自治医科大学公開講座
（6.15）
ミニトライアスロン大会
（6.16）
JAXA名誉教授講演会
（6.28）

こころの健康
相談（6.8）
オレンジカフェ
（7.12）

高血圧予防教
室（6.11）
パソコン相談
窓口（6.14）

グリム童話を旅する
（6.28）
国際交流ティーパー
ティー（7.44）
スナックゴルフ（7.20）

自治医科大学公開講座
（6.15）
プール開き（7.21）

ママパパ
Englishサロン
（6.40）

ヘルシースタ
ート教室（6.11）
メンタルヘルス
ボランティア養
成講座（6.26）

司法書士無料
相談（7.40）
オレンジカフェ
（7.12）

グリム童話を旅する
（6.28）

自治医科大学公開講座
（6.15）
ベニバナ摘み体験（7.34）
かんぴょうまつり（7.25）

認知症サポー
ター講座
（7.12）

オレンジカフェ
（7.12）

介護予防教室
（5.19）

自治医科大学公開講座
（6.15）
エコライフまつり（7.7）

認知症介護者
交流会（7.12）
ママパパ
Englishサロン
（6.40）

行政書士無料
相談（7.40）

子育て相談
（7.11）

チャリティーゴ
ルフ大会
（7.20）

子育て相談
（7.11）

国分寺地区盆踊り・花火
大会（7.7）
ジュニアシングルステニ
ス大会（7.20）
子どもための美術教室
（7.28）

エコバッグづく
り体験（7.36）

リサイクルバス
ツアー（7.16）

ほっと介護教室
（7.12）

軒丸瓦スイー
ツデコ（7.35）
歴史講座
（7.36）

いしばし納涼踊
り・花火大会
（7.7）

求職者・シニア
のための相談
会（7.40）

司法書士無料
相談（7.40）
介護予防教室
（5.19）

7/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 8/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

しーちゃん

あ～ちゃん

なおくん
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イ
ベ
ン
ト

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

お
知
ら
せ

■
閲
覧
時
間

　

午
前
９
時
30
分

　
　
　

～
午
後
４
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎（
32
）８
９
１
８

お
盆
期
間
中
の
小
中
学
校

学
校
業
務
休
止
に
つ
い
て

　

市
内
16
校
の
小
中
学
校
で
は
お

盆
期
間
中
の
８
月
14
日
㈪
か
ら
16

日
㈬
ま
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

に
向
け
て
の
節
電
ア
ク
シ
ョ
ン
推

進
と
教
職
員
の
休
暇
取
得
の
推
進

の
た
め
、
学
校
業
務
を
休
止
い
た

し
ま
す
。

　

学
校
へ
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
は
、
学
校
教
育
課
で
承
り
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
体
育
館
及
び
校
庭
等
の

貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
通
常
ど

お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎（
32
）８
９
１
８

下
野
市
教
科
用
図
書
選
定
委

員
会
の
開
催
等
に
つ
い
て

下
野
市
教
科
用
図
書
選
定
委
員
会

　

平
成
30
年
度
使
用
市
内
小
中
学

校
特
別
支
援
学
級
用
教
科
用
図
書

及
び
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
小

学
校
用
教
科
用
図
書
の
選
定
を
行

い
ま
す
。

■
日
時

　

７
月
14
日
㈮　

午
後
２
時
～

■
場
所　
市
役
所

定
例
教
育
委
員
会

　

平
成
30
年
度
使
用
市
内
小
中
学

校
特
別
支
援
学
級
用
教
科
用
図
書

及
び
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
小

学
校
用
教
科
用
図
書
の
選
定
に
係

る
答
申
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

　

７
月
20
日
㈭　

午
後
１
時
～

■
場
所　
市
役
所

下
野
教
科
書
セ
ン
タ
ー
教
科
書
展

示
の
お
知
ら
せ

　

南
河
内
公
民
館
１
階
の
、
下
野

教
科
書
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
・
中

学
校
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学

校
等
の
教
科
用
図
書
を
閲
覧
で
き

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
内
の
受
付
簿
に

お
名
前
等
を
ご
記
入
の
上
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

6
月
2
日
、
栃
木
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
総
会
に
お
い
て
、
人

権
擁
護
委
員
５
名
が
人
権
擁
護
と

人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
に
努
め

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
感
謝
状

　

布
袋
田
正
孝　

氏

　

永
山
登
志
子　

氏

　

津
野
田
久
江　

氏

宇
都
宮
地
方
法
務
局
長
感
謝
状

　

諏
訪
守　

氏

栃
木
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

表
彰

　

前
田
洋
子　

氏

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
頃
地
域

の
中
で
、
人
権
思
想
を
広
め
、
人

権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
相
談
事

業
を
中
心
に
積
極
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
人
権
に
関
す
る
常
設
相

談
は
、
巻
末
「
心
配
ご
と
相
談
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）８
８
８
７

シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校

演
芸
会
・
学
校
祭
開
催

○
演
芸
会

■
日
時　

　

７
月
29
日
㈯

　

午
前
９
時
45
分

　
　
　
　

～
午
後
４
時
15
分

■
会
場

　

栃
木
市
栃
木
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
（
栃
木
市
旭
町
12
─
16
）

■
内
容

　

ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
中
心
に

し
た
演
芸
、
演
舞
を
披
露
し
ま
す
。

○
学
校
祭

■
日
時

　

８
月
５
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
会
場

　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校

　
（
栃
木
市
神
田
町
９
─
40
）

■
内
容

　

来
場
者
と
の
交
流･

ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
シ
ル
バ
ー
大
学
校
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
ふ
れ

あ
い
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
体
験

教
室
」「
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
」「
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
」「
作
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校

　

☎
０
２
８
２（
22
）５
３
２
５

イ
ベ
ン
ト

し
も
つ
け
か
ん
ぴ
ょ

う
ま
つ
り
を
開
催
！

■
日
時

　

7
月
22
日
㈯

　

午
前
9
時
～
午
後
1
時

■
場
所

　

道
の
駅
し
も
つ
け

■
主
催

　

し
も
つ
け
か
ん
ぴ
ょ
う
ま
つ
り

実
行
委
員
会

■
内
容

　

か
ん
ぴ
ょ
う
む
き
の
実
演
・
体

験
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が

ら
、
ク
イ
ズ
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

で
か
ん
ぴ
ょ
う
の
こ
と
を
学
べ
ま

す
。
他
に
も
か
ん
ぴ
ょ
う
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課

　

☎（
32
）８
９
０
６

1

くる
くる

くる
くる
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集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎（
32
）８
９
１
５

下
野
市
農
業
委
員
会
制
度

が
変
わ
り
ま
す

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
平
成
30
年

9
月
か
ら
下
野
市
農
業
委
員
会
制

度
も
変
わ
り
ま
す
。

■
目
的

　

農
業
委
員
会
が
、
農
地
利
用
の

最
適
化（
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・

集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
）

を
よ
り
良
く
果
た
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

■
改
正
内
容

①
業
務
の
重
点
化

　

農
業
委
員
会
の
必
須
業
務
と
し

て
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
が

明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

②
農
業
委
員
の
選
出
方
法

　

公
選
制
か
ら
、
候
補
者
を
公
募

し
、
議
会
の
同
意
を
要
す
る
市
長

の
任
命
制
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

③
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

新
設

　

農
業
委
員
と
連
携
し
、
担
当
地

域
に
お
い
て
農
地
利
用
の
最
適
化

の
た
め
の
現
場
活
動
す
る
委
員
を

新
た
に
設
置
し
ま
す
。

敬
老
会
の
お
知
ら
せ

　

次
の
と
お
り
敬
老
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

　

９
月
15
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

式
典
、
演
芸
鑑
賞
な
ど

■
対
象
者

・
75
歳
以
上
の
方

・
12
月
31
日
ま
で
に
75
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
方

・
金
婚
夫
婦
を
祝
福
す
る
会
へ
の

出
席
者

■
そ
の
他

　

バ
ス
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
後
日
広
報
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
金
婚
夫
婦
を
祝
福
す
る
会
に
つ

い
て
は
、
広
報
紙
６
月
号
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
４

■
申
し
込
み
手
順

　

施
設
の
予
約
は
、
使
用
月
の
１

か
月
前
の
月
初
め
か
ら
受
付
し
ま

す
。
空
き
が
あ
る
場
合
は
当
日
の

受
付
も
可
能
で
す
。

　

ド
ッ
グ
ラ
ン
は
直
接
現
地
で
受

付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

三
王
山
ふ
れ
あ
い
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
事
務
所

　

☎（
38
）７
１
５
０

三
王
山
ふ
れ
あ
い
公
園

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
・

ド
ッ
グ
ラ
ン
営
業
中

　

三
王
山
地
区
に
お
い
て
整
備
中

の
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
、
本
格
的
な
整

備
工
事
に
着
手
し
、
今
年
度
内
に

整
備
が
完
了
す
る
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
、
公
園
の
一
部
施

設
を
仮
オ
ー
プ
ン
し
、
連
日
多
く

の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
夏
に
ぴ
っ

た
り
な
施
設
で
す
！

　

ぜ
ひ
、
ご
来
園
く
だ
さ
い
！

■
仮
オ
ー
プ
ン
中
の
施
設

・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　

18
サ
イ
ト
（
内
、
バ
ン
コ
ン
サ

イ
ト
４
、
ペ
ッ
ト
同
伴
可
能
な
サ

イ
ト
４
）

・
ド
ッ
グ
ラ
ン

■
利
用
料
金

・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
1
区
画
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　

１
，
０
８
０
円

　

午
後
４
時
～
10
時

　
　
　
　
　
　

１
，
０
８
０
円

　

午
後
10
時
～
翌
日
午
前
９
時

　
　
　
　
　
　

１
，
０
８
０
円

・
ド
ッ
グ
ラ
ン
（
１
頭
／
１
日
）

午
前
９
時
～
日
没

 　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
０
円

各委員の主な活動
農業委員 農地利用最適化推進委員

① 農地の権利移動の許可等の委員会

での意思決定（法令・許認可業務）

② 担い手への農地の集積集約化、耕作

放棄地の発生防止・解消等の農地等

の利用の最適化推進業務

① 耕作放棄地のパトロール等の現場

活動

② 担い手への農地の集積集約化、耕作

放棄地の発生防止・解消等の農地等

の利用の最適化推進業務
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ら
せ

イ
ベ
ン
ト

見本

７月は

社会を明るくする

運動強調月間です

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

現
在
お
使
い
の
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

８
月
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
は
、

縦
長
大
判
の
封
筒
（
茶
色
）
に
入

れ
て
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
は
、
今
回
お
送

り
す
る
新
し
い
保
険
証
を
医
療
機

関
等
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
現
在
お
使
い
の
保
険
証

は
、
８
月
１
日
以
降
に
市
民
課
ま

で
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎（
32
）８
８
９
５

民
生
委
員
制
度

創
設
１
０
０
周
年
記
念

講
演
を
開
催
し
ま
し
た

　

大
正
６
年
に
創
設
さ
れ
た
済
世

顧
問
制
度
を
源
と
す
る
民
生
委
員

制
度
の
創
設
１
０
０
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
の
年
を
記
念
し
、
５

月
12
日
、
市
役
所
に
お
い
て
記
念

講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。
国
際
医

療
福
祉
大
学
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
の
林
和
美
准
教
授
を

講
師
に
迎
え
、「
こ
れ
か
ら
も　

こ
の
地
域
と
と
も
に
」
と
題
し
、

約
百
名
の
参
加
者
に
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
し
た
民
生
委
員
か

ら
は
「
改
め
て
民
生
委
員
の
地
域

で
の
役
割
を
再
認
識
で
き
た
。
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
生
か
し
た
い
。」

と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
32
）８
８
９
９

し
た
人
を
社
会
で
受
け
入
れ
て

い
く
こ
と
や
、
犯
罪
や
非
行
を

す
る
人
を
生
み
出
さ
な
い
家
庭

や
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
も
ま
た
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
な
の
で
す
。

■
み
ん
な
で
参
加
を

　

犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
。
あ

や
ま
ち
か
ら
の
立
ち
直
り
を
支

え
て
い
け
る
地
域
を
つ
く
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
一
部
の
人
た
ち

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
す
べ
て

の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
今
年
で
67
回
目
を
迎
え
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
を

つ
く
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り

が
考
え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け

を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を

支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
必

要
で
す
。

　

安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り

を
み
ん
な
で
進
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
☎（
32
）８
８
９
９

■
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
っ

て
？

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。

■
地
域
の
チ
カ
ラ
が
犯
罪
や
非
行

を
防
ぐ

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎
日
の

よ
う
に
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
は
す
べ
て
の
人
の
願
い
で

す
。
犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
た
め

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
、
あ

や
ま
ち
を
犯
し
た
人
を
処
罰
す
る

こ
と
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
立
ち
直
ろ
う
と
決
意

か
ん
ぴ
ょ
う
の

消
費
拡
大
支
援
事
業

に
つ
い
て

　

市
は
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の
生
産
量

が
日
本
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

内
に
お
け
る
か
ん
ぴ
ょ
う
の
消
費

拡
大
に
向
け
、
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
飲
食
店
や
食
品
加

工
業
者
が
下
野
市
産
か
ん
ぴ
ょ
う

を
使
用
し
、
料
理
や
惣
菜
、
加
工

品
等
を
提
供
す
る
場
合
に
購
入
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

・
市
内
の
飲
食
店
ま
た
は
食
品
加

工
業
者

・
市
地
産
地
消
応
援
団
に
認
定
さ

れ
て
い
る
事
業
者
等

■
補
助
率　
購
入
費
の
二
分
の
一

以
内
（
２
０
，
０
０
０
円
限
度
）

■
申
請
方
法　
「
か
ん
ぴ
ょ
う
消

費
拡
大
支
援
事
業
申
請
書
」
を
農

政
課
窓
口
に
持
参
す
る
か
、
郵
送

に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
申

請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

■
申
込
期
限　
平
成
30
年
２
月
28

日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課

　

☎（
32
）８
９
０
６
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■
講
師

　

美
術
家　

松
田
雅
子
先
生

■
受
講
料　
無
料

■
持
ち
物

　

絵
具
な
ど
、
絵
を
描
く
道
具

○
子
ど
も
の
た
め
の
版
画
教
室

■
日
時

　

８
月
20
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

■
内
容

　

簡
単
に
彫
る
こ
と
が
で
き
る

ボ
ー
ド
を
使
っ
て
小
さ
な
お
子
さ

ん
で
も
気
軽
に
版
画
が
体
験
で
き

ま
す
。

■
場
所　
グ
リ
ム
の
館

■
対
象

　

幼
児
～
中
学
生
。
親
子
体
験
も

可
。

■
定
員　
20
名

■
講
師

　

版
画
家　

渡
辺
勲
先
生

■
受
講
料　
５
０
０
円

■
持
ち
物　
彫
刻
刀
（
貸
出
可
）

■
申
込
方
法

　

７
月
15
日
㈯
か
ら
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

電
話
ま
た
は
来
館
の
う
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
館

　

☎（
52
）１
１
８
０

（
午
前
９
時
30
分
～
夜
12
時
）

※
小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。
当
選
結
果
は
「
参

加
の
し
お
り
」
の
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

延
長
し
て
受
付
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局

　

☎
０
２
８（
６
３
５
）２
５
７
７

子
ど
も
の
た
め
の
美
術
教
室

　

夏
休
み
の
子
ど
も
達
を
対
象
に
、

２
つ
の
ア
ー
ト
講
座
を
行
い
ま
す
。

○
絵
画
教
室
「
グ
リ
ム
の
森
で
風

景
画
を
描
こ
う
」

■
日
時

　

８
月
５
日
㈯

・
半
日
コ
ー
ス

①
午
前
10
時
～
正
午

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

・
一
日
コ
ー
ス

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所　
グ
リ
ム
の
森

■
対
象　
幼
児
～
中
学
生

■
定
員　
各
回
20
名

道
の
駅
し
も
つ
け

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

実
施
中
！

　

道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
家

庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
素
敵
な
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　
８
月
21
日
㈪

・
第
１
部

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

・
第
２
部

　

午
後
２
時
30
分
～
5
時

※
ど
ち
ら
か
お
選
び
く
だ
さ
い

■
テ
ー
マ
（
メ
ニ
ュ
ー
）

「
世
界
の
お
料
理
ス
ペ
シ
ャ
ル
！

タ
イ
編　

よ
し
み
＆
ゆ
う
こ
先
生

の
タ
イ
料
理
教
室
」

・
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー

・
生
春
巻
き

■
講
師　
料
理
研
究
家

　
　
　
　
　
　

臼
居
芳
美　

先
生

■
参
加
費　
１
，
５
０
０
円
程
度

　
（
当
日
集
金
）

■
定
員　
各
部
32
名

■
申
込
受
付
日

　

８
月
１
日
㈫

■
受
付
方
法

　

電
話
（
午
前
9
時
30
分
～
午
後

6
時
）

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム

る
方
や
、
生
活
保
護
の
受
給
者
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
基
準
日　

平
成
28
年
１
月
１
日

時
点
で
下
野
市
に
住
民
登
録
さ
れ

た
方
（
外
国
人
を
含
む
）
。

■
申
請
期
間

　

８
月
10
日
ま
で
。
お
早
め
に
お

手
続
き
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
☎（
32
）８
８
９
９

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対

策
分
）」
の
申
請
期
限
は
８
月
10

日
㈭
ま
で
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る

と
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

既
に
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
に
は
４
月
上
旬
に
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
に
お

忘
れ
な
く
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
支
給
対
象
者
全
員
分
の

本
人
確
認
書
類
等
が
添
付
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
支
給
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
額

　

１
人
に
つ
き
１
５
，
０
０
０
円

■
支
給
対
象
者

・
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

（
３
，
０
０
０
円
）
支
給
対
象
者

の
方

「
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

（
３
，
０
０
０
円
）
の
支
給
対
象

者
」
と
は
、
平
成
28
年
分
の
住
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
で
す
。

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

（
３
，
０
０
０
円
）
を
実
際
に
受

給
し
た
か
否
か
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
住
民
税
に
お
い
て
課

税
者
の
扶
養
親
族
等
に
な
っ
て
い

　　「臨時福祉給付金」に
　　マイナンバーは必要ありません！
　　　“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”
　　　　　　　　　　　にご注意ください
ATM（銀行・郵便局・などの現金自動支払機）
の操作をお願いすることは、絶対にありません。
怪しいと思ったら市役所や警察署（または警察
相談専用電話：＃９１１０）にご連絡ください。

 
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

 
は
８
月　
日
ま
で
に

手続き忘れず
確認ジャ！
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中
小
企
業
融
資
制
度

　

市
内
中
小
企
業
者
の
資
金
調
達

を
容
易
に
し
、
振
興
を
図
る
た
め
、

市
内
金
融
機
関
及
び
栃
木
県
信
用

保
証
協
会
と
連
携
し
た
融
資
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
融
資
の
種
類

　

運
転
資
金
、
設
備
資
金
、
円
滑

化
資
金
、
創
業
資
金
、
女
性
起
業

家
創
業
資
金
、
災
害
対
策
資
金

■
貸
付
利
率

　

資
金
の
種
類
と
融
資
期
間
に
よ

り
１
．
２
％
～
２
．
１
％

■
融
資
期
間

　

資
金
の
種
類
に
よ
り
７
年
～
10

年
ま
で

■
保
証
料

　

市
が
全
額
補
助
し
ま
す
。
た
だ

し
円
滑
化
資
金
に
つ
い
て
は
、
半

額
補
助
と
な
り
ま
す
。

■
取
扱
金
融
機
関

　

足
利
銀
行
、
栃
木
銀
行
、
足
利

小
山
信
用
金
庫
の
市
内
支
店

　

利
用
条
件
等
詳
細
に
つ
い
て
は

商
工
観
光
課
ま
た
は
取
扱
金
融
機

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

工
場
誘
致
奨
励
金

■
対
象　
市
内
へ
の
工
場
等
の
新

設
ま
た
は
増
設
、
移
設
、
建
替
を

行
う
事
業
者
（
投
下
固
定
資
産
総

額
５
千
万
円
以
上
）

■
対
象
事
業
所
（
使
用
目
的
）

・
物
品
の
製
造
、
加
工
、
修
理
を

行
う
工
場
等

・
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
物
流
、
研
究

開
発
施
設
（
一
般
廃
棄
物
・
産
業

廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
、
処
理
及

び
処
分
に
係
る
施
設
は
除
く
）

■
交
付
要
件　
常
用
雇
用
者
数
等

諸
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
奨
励
金
の
額
及
び
交
付
率

　

納
税
し
た
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
額
を
も
と
に
、
交
付
率
を

か
け
て
算
出
し
ま
す
。
交
付
率
は

業
種
と
立
地
の
区
域
に
よ
り
３
分

の
１
、
２
分
の
１
、
１
０
分
の
１

０
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

■
奨
励
金
の
限
度
額

　

投
下
固
定
資
産
総
額
及
び
立
地

の
区
域
に
よ
り
１
年
あ
た
り
５
百

万
円
～
１
億
円
の
限
度
額
が
あ
り

ま
す
。

■
交
付
期
間　
３
年
間

■
申
請
時
期

　

操
業
開
始
前
（
要
事
前
相
談
）

ま
ち
な
か
商
店
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金

■
対
象

　

空
き
店
舗
を
利
用
し
て
営
業
を

開
始
す
る
方
ま
た
は
、
市
内
で
店

舗
を
営
む
方
で
お
店
の
機
能
を
維

持
、
ま
た
は
向
上
さ
せ
る
た
め
の

改
装
、
改
修
、
改
装
に
付
随
す
る

設
備
の
設
置
を
行
う
方
。

■
店
舗
の
対
象
範
囲

・
小
金
井
駅
、
自
治
医
大
駅
、
石

橋
駅
の
い
ず
れ
か
の
駅
か
ら
概
ね

１
．
５
㎞
以
内
で
市
内
に
所
在
す

る
店
舗

・
店
舗
面
積
が
１
，
０
０
０
㎡
以

下
の
店
舗

■
補
助
率
及
び
限
度
額

〇
空
き
店
舗
開
業
者

　

補
助
率　

１
／
２

　

補
助
限
度
額　

１
０
０
万
円

〇
既
存
店
舗
営
業
者

　

補
助
率　

１
／
３

　

補
助
限
度
額　

５
０
万
円

■
申
請
時
期

　

工
事
着
工
前
（
要
事
前
相
談
）

■
注
意
事
項

　

対
象
業
種
の
指
定
が
あ
り
ま
す
。

空
き
店
舗
活
用
事
業

奨
励
金

■
対
象

　

市
内
の
空
き
店
舗
を
借
り
て
、

商
業
等
の
事
業
を
始
め
る
方
。

■
店
舗
の
対
象
範
囲

　

市
内
全
域

■
空
き
店
舗
と
は

　

か
つ
て
事
業
の
用
に
供
さ
れ
、

そ
の
後
、
移
転
や
閉
店
等
に
よ
り

閉
鎖
さ
れ
、
３
か
月
以
上
事
業
の

用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
店
舗 

■
交
付
額

・
対
象
物
件
に
係
る
賃
借
料
の
２

分
の
１
以
内
（
敷
金
・
礼
金
等
を

除
く
）

・
限
度
額
は
60
万
円
（
１
年
間
）

・
奨
励
金
は
６
か
月
ご
と
に
交
付 

■
交
付
期
間

　

事
業
を
開
始
し
た
月
か
ら
１
年

間■
申
請
時
期

　

事
業
開
始
前

　

市
で
は
、
中
小
企
業
者
等
を
対

象
と
し
た
補
助
金
・
奨
励
金
等
の

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
補
助
金

等
の
交
付
に
は
そ
れ
ぞ
れ
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

の
う
え
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
参
照
く
だ
さ

い
）雇

用
奨
励
金

　

市
内
に
あ
る
事
業
所
が
対
象
労

働
者
（
市
内
住
所
、
60
歳
未
満
）

を
常
用
雇
用
し
た
場
合
、
申
請
に

よ
り
事
業
主
に
奨
励
金
を
交
付
し

ま
す
。

■
対
象
事
業
所
・
対
象
労
働
者

　

各
種
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
交
付
額

　

１
人
に
つ
き
20
万
円

　
（
同
一
年
度
内
で
同
一
事
業
者

へ
の
交
付
限
度
額
１
０
０
万
円
）

■
申
請
の
時
期

　

対
象
労
働
者
の
雇
用
を
開
始
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
を
経

過
す
る
日
か
ら
６
か
月
間

中
小
企
業
の
支
援
関
係
補
助
金
等
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

■
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課　
☎（
32
）８
９
０
７
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高
額
療
養
費
制
度
と
は
、

ひ
と
月
に
支
払
っ
た
医
療

費
が
高
額
に
な
り
、
決
め

ら
れ
た
上
限
額
を
超
え
た

場
合
に
、
上
限
額
を
超
え

て
お
支
払
い
い
た
だ
い
た

分
を
払
い
戻
す
制
度
で
す
。

　

上
限
額
は
、
個
人
も
し

く
は
世
帯
の
所
得
に
応
じ

て
決
ま
り
ま
す
。

　

ど
の
適
用
区
分
に
該
当

す
る
か
は
、
被
保
険
者
証
、

高
齢
受
給
者
証
ま
た
は
限

度
額
適
用
認
定
証
で
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合

　

☎
０
２
８（
６
２
７
）

　
　
６
８
０
５

　

市
民
課

　

☎（
32
）８
８
９
５

70

平成２９年７月診療分まで 平成２９年８月診療分から

適用区分
  

外来 
（個人ごと） 

外来＋入院 
（世帯ごと） 

外来 
（個人ごと）

外来＋入院 
（世帯ごと） 

現役並み 44,000 円 
80,100 円＋ 

(医療費－267,000 円)×1%
(多数回 44,400 円※) 

 57,600 円 
80,100 円＋ 

(医療費－267,000 円)×1% 
(多数回 44,400 円※) 

一般 12,000 円 44,400 円  
 14,000 円 

年間上限 
14 万 4,000 円

57,600 円 
(多数回 44,400 円※)  

低所得者Ⅱ
8,000 円 

24,600 円 
 8,000 円 

24,600 円 

低所得者Ⅰ 15,000 円 15,000 円

※過去12か月以内に3回以上、上限額に達した場合は4回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

　

８
月
か
ら　
歳
以
上
の
方
の
高
額
療
養
費
の

　
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
税

（
当
初
・
過
年
度
）
の
納
税
通
知

書
を
７
月
14
日
㈮
に
発
送
し
ま
す
。

　

７
月
以
降
に
加
入
・
脱
退
等
の

手
続
き
を
さ
れ
た
方
へ
は
、
８
月

以
降
に
税
額
変
更
の
通
知
書
を
発

送
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
の

中
に
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
い

る
世
帯
主
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納

税
通
知
書
も
世
帯
主
宛
て
に
発
送

し
ま
す
の
で
、
通
知
が
届
き
ま
し

た
ら
必
ず
内
容
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退

す
る
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要
で

す
。
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
お
早
め
に
市
民
課
保
険
年
金

グ
ル
ー
プ
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎（
32
）８
８
９
１

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
納
入
通

知
書
を
発
送
し
ま
す

　

平
成
29
年
度
保
険
料
の
納
入
通

知
書
を
７
月
14
日
㈮
に
発
送
し
ま

す
。

　

な
お
、
保
険
料
を
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
お
知
ら

せ
（
10
月
か
ら
翌
年
８
月
ま
で
の

金
額
に
つ
い
て
）
は
、
９
月
に
発

送
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
所
得
の
更
正
に
よ
り
保

険
料
が
変
更
に
な
っ
た
時
や
、
転

入
・
転
出
等
に
よ
り
、
納
付
方
法

が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
は
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
に
年
金
か
ら
の
天

引
き
で
納
め
て
い
た
場
合
で
も
、

年
度
途
中
で
納
付
が
完
了
し
た
場

合
や
、
年
金
担
保
の
貸
付
を
行
っ

た
場
合
等
は
、
納
付
書
で
の
納
付

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
通
知

が
届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず
内
容
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎（
32
）８
８
９
１

平
成　
年
中
に
家
屋
を
新

築
等
に
よ
り
取
得
さ
れ
た

方
へ

　

平
成
28
年
中
に
家
屋
を
新
築
、

増
築
及
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ
れ

た
方
に
対
し
、
７
月
に
不
動
産
取

得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
送
付

さ
れ
た
方
は
、
納
期
限
７
月
31
日

㈪
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

ま
た
は
県
税
事
務
所
窓
口
に
て
納

税
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

栃
木
県
税
事
務
所
「
不
動
産
取
得

税
担
当
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
税
事
務
所　

　

☎
０
２
８
２（
23
）３
４
１
３
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「
精
神
障
害
サ
ポ
ー
ト
教

室
」
の
ご
案
内

　

栃
木
県
で
は
、
精
神
障
が
い
及

び
精
神
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、「
精
神
障
害
サ
ポ
ー

ト
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
主
に
『
統
合
失
調

症
』
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
・

新
し
い
情
報
・
対
応
方
法
な
ど
を

学
び
あ
い
な
が
ら
、
こ
こ
ろ
の
病

を
も
つ
方
を
深
く
理
解
し
、
障
が

い
を
も
つ
人
も
も
た
な
い
人
も
自

分
ら
し
く
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時　
７
月
12
日
㈬
、
８
月
10

日
㈭
、
９
月
14
日
㈭

　

午
後
２
時
～
４
時

■
会
場　
栃
木
県
庁
小
山
庁
舎

■
対
象
者

　

統
合
失
調
症
を
も
つ
本
人
、
家

族
、
支
援
者
等
、
関
心
の
あ
る
方

■
参
加
料　
無
料

■
申
込
期
限　
各
回
開
催
日
の
３

日
前
ま
で
に
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー　

健
康
支
援
課

　

☎（
22
）６
１
９
２

・
ろ
れ
つ
が
ま
わ
り
に
く
い
、
う

ま
く
話
せ
な
い

・
冷
や
汗
を
伴
う
よ
う
な
強
い
吐

き
気

・
片
方
の
手
足
に
力
が
入
ら
な
く

な
る
、
し
び
れ
る

・
交
通
事
故
に
あ
っ
た
（
強
い
衝

撃
を
受
け
た
）

・
大
量
の
出
血
を
伴
う
外
傷

・
広
範
囲
の
や
け
ど

・
食
べ
物
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
て

呼
吸
が
苦
し
い

・
そ
の
他
い
つ
も
と
違
う
場
合
、

様
子
が
お
か
し
い
場
合

■
夜
間
・
休
日
に
救
急
車
を
呼
ぶ

か
病
院
に
行
く
か
迷
っ
た
と
き
は

・
大
人
の
場
合

　

と
ち
ぎ
救
急
医
療
電
話
相
談

　

☎
＃
７
１
１
１

　

毎
日
午
後
６
時
～
10
時

・
子
ど
も
（
15
歳
未
満
）
の
場
合

　

と
ち
ぎ
子
ど
も
救
急
電
話
相
談

　

☎
＃
８
０
０
０

　

月
曜
日
～
土
曜
日
は
午
後
６
時

～
翌
朝
８
時

　

日
曜
日
・
祝
祭
日
は
24
時
間

※
詳
し
く
は
「
と
ち
ぎ
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
」http://w

w
w

.qq.pref.
tochigi.lg.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
地
区
消
防
組
合
警
防
課

　

☎（
53
）６
１
６
７

救
急
車
の
適
正
利
用

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
28
年
に
下
野
市
・
壬
生
町
・

上
三
川
町
に
お
い
て
救
急
車
で
搬

送
さ
れ
た
人
は
、
３
８
６
６
人
で
、

こ
の
内
軽
症
者
が
全
体
の
約
４
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
緊
急
性
が
あ
り
本
当
に
救
急

車
を
必
要
と
す
る
人
へ
の
適
切
な

救
命
処
置
が
遅
れ
、
救
え
る
命
が

救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

救
急
車
は
、
緊
急
性
が
あ
り
命
に

か
か
わ
る
よ
う
な
け
が
や
急
病
の

人
を
一
刻
も
早
く
病
院
に
搬
送
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
利
用
す
る

も
の
で
す
。

■
平
成
28
年
中
の
救
急
出
動

　
（　

）
は
前
年
度
比　

○
救
急
出
動
件
数

　

４
４
４
９
件（
＋
２
０
４
件
増
）

　

１
日
約
12
件
出
動

○
救
急
搬
送
人
数

　

３
８
６
６
人（
＋
１
０
３
人
増
）

　

1
日
約
10
人
搬
送

■
こ
ん
な
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
、

た
め
ら
わ
ず
に
１
１
９
番
通
報
を

・
意
識
が
な
い
（
返
事
が
な
い
）

ま
た
は
お
か
し
い

・
け
い
れ
ん
が
止
ま
ら
な
い

・
突
然
の
激
し
い
頭
痛
、
胸
痛
、

腹
痛

■
活
動
時
間

　

各
会
場
と
も
に
午
前
10
時
～
11

時
30
分

■
支
援
者

　
「
し
も
つ
け
親
＆
子
支
援　

わ

く
わ
く
広
場
」
メ
ン
バ
ー
、 

大
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
申
込
方
法
・
期
間

　

７
月
18
日
㈫
ま
で
に
会
場
と
な

る
公
民
館
の
窓
口
に
あ
る
申
込
書

に
記
入
の
上
、
近
く
に
あ
る
「
申

し
込
み
箱
」
に
投
函
し
て
下
さ
い
。

■
そ
の
他

・
参
加
費
は
無
料
で
す
。

・
活
動
に
際
し
て
は
、
一
括
し
て

行
事
保
険
に
入
り
ま
す
。

・
各
自
飲
み
物
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

・
お
子
さ
ん
の
単
独
参
加
可
。

■
主
催

　

し
も
つ
け
親
＆
子
支
援　

わ
く

わ
く
広
場

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）８
８
８
７

　

 shim
otuke.w

akuw
aku.

　
　

 hiroba@
gm

ail.com

わ
く
わ
く
広
場
と

マ
マ
カ
フ
ェ
開
催

○
わ
く
わ
く
広
場

■
対
象
者

　

未
就
学
児
、
小
学
生
、
保
護
者
、

祖
父
母

■
内
容

①
あ
い
さ
つ
、
呼
名
②
歌
・
読
み

聞
か
せ
③
論
語
の
素
読
④
今
日
の

活
動 

⑤
振
り
返
り
⑥
あ
い
さ
つ

※
「
今
日
の
活
動
」
で
は
、製
作
・

昔
遊
び
・
運
動
遊
び
・
読
み
聞
か

せ
・
学
習
・
各
種
グ
ル
ー
プ
活
動

等
を
行
い
ま
す
。

○
マ
マ
カ
フ
ェ

■
対
象
者　
保
護
者
、
祖
父
母

■
内
容

　

子
ど
も
の
活
動
を
見
守
り
な
が

ら
、
子
育
て
の
情
報
交
換
等
を
行

い
ま
す
。
別
室
で
個
別
の
相
談
も

行
い
ま
す
。

○
共
通
事
項

■
場
所
・
期
日

・
国
分
寺
公
民
館

７
月
25
日
㈫
、
８
月
１
日
㈫
、
８

日
㈫
、
22
日
㈫

・
石
橋
公
民
館

７
月
27
日
㈭
、
８
月
３
日
㈭
、
10

日
㈭
、
24
日
㈭

・
南
河
内
公
民
館

７
月
28
日
㈮
、
８
月
４
日
㈮
、
25

日
㈮

4
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し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
７

　
出
演
・
出
展
募
集
の
お
知
ら
せ

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
７

　
出
演
・
出
展
募
集
の
お
知
ら
せ

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
７

　
出
演
・
出
展
募
集
の
お
知
ら
せ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
７

　

実
行
委
員
会
事
務
局（
生
涯
学
習
文
化
課
内
）

　

☎（
32
）８
９
１
９

　
　

 syougaigakusyuubunka@
city.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  shim
otsuke.lg.jp

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
市
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
７

　

実
行
委
員
会
事
務
局（
生
涯
学
習
文
化
課
内
）

　

☎（
32
）８
９
１
９

　
　

 syougaigakusyuubunka@
city.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  shim
otsuke.lg.jp

県
の
施
設
を
み
る
「
県
民

バ
ス
」
参
加
者
募
集

■
日
時　
９
月
７
日
㈭

○
第
１
集
合
地
：
道
の
駅
「
し
も

つ
け
」

○
第
２
集
合
地
：
小
山
総
合
公
園

■
見
学
施
設

　

県
立
博
物
館
、
農
業
大
学
校

　

昼
食
は
、
道
の
駅
ろ
ま
ん
ち
っ

く
村
（
各
自
自
由
）

■
対
象　
小
山
市
、
下
野
市
及
び

野
木
町
に
お
住
ま
い
の
方

■
定
員

　

50
人（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

■
申
込
方
法

　

１
２
４
円
の
往
復
は
が
き
の

「
往
信
用
裏
面
」
に
、
①
氏
名
、

②
住
所
、
③
当
日
連
絡
可
能
な
電

話
番
号
、
④
年
齢
、
⑤
性
別
、
⑥

希
望
集
合
地
を
明
記
し
、「
〒
３

２
０
―
８
５
０
１(

住
所
不
要)

栃

木
県
庁　

広
報
課　

県
民
プ
ラ
ザ

室
」
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
１

枚
の
は
が
き
で
最
大
２
名
の
申
し

込
み
可
。
２
名
の
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
①
～
⑥
を
明
記
。

■
申
込
締
切　
８
月
17
日
㈭
（
当

日
消
印
有
効
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
民
プ
ラ
ザ
室

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
７
６
６

共
通
事
項

■
応
募
対
象
者　

・
個
人

　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方・
団
体

　

市
内
で
文
化
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
、
サ
ー
ク
ル
等

■
負
担
金
等　

・
舞
台
部
門
の
出
演
料

　

１
人
に
つ
き
１
日
５
０
０
円

　
（
６
人
以
上
の
場
合
は
一
律
３
，

０
０
０
円
）

・
展
示
部
門
の
出
展
料

　

パ
ネ
ル
１
面
に
つ
き
５
０
０
円
、

テ
ー
ブ
ル
１
台
に
つ
き
５
０
０
円

■
申
込
方
法　
参
加
申
込
書
を
持

参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

■
申
込
期
限　
８
月
10
日
㈭

■
そ
の
他　
応
募
要
領
及
び
参
加

申
込
書
は
生
涯
学
習
文
化
課
、
各

公
民
館
、
グ
リ
ム
の
館
で
配
布
す

る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

展
示
部
門

○
茶
華
道
展　

■
開
催
日

　

10
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰ 

■
会
場　
グ
リ
ム
の
館

○
書
道
展　

■
開
催
日

　

10
月
19
日
㈭
～
22
日
㈰　

■
会
場　
グ
リ
ム
の
館

○
作
品
展　

■
開
催
日

　

10
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰

■
会
場　
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

文
芸
、
美
術
、
手
工
芸
、
園
芸
、

写
真
、
陶
芸
な
ど

舞
台
部
門

○
歌
の
祭
典
・
芸
能
の
祭
典
・
音

楽
の
祭
典

■
開
催
日

　

10
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰
、
21
日

㈯
、
22
日
㈰

■
会
場　
国
分
寺
公
民
館

■
内
容

　

歌
謡
、
舞
踊
、
吟
詠
、
邦
楽
、

民
謡
、ダ
ン
ス
、ロ
ッ
ク
、フ
ォ
ー

ク
な
ど

○
グ
リ
ム
♪
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ア■
開
催
日　
10
月
29
日
㈰

■
会
場　
グ
リ
ム
の
館

■
内
容

　

コ
ー
ラ
ス
、
吹
奏
楽
、
管
弦
楽

な
ど

　

毎
年
文
化
の
秋
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
文
化
活
動
を

さ
れ
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
発

表
の
場
と
し
て
、
し
も
つ
け
市
民

芸
術
文
化
祭
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
実
行
委
員
会
で
は
、
個
人
、

団
体
を
問
わ
ず
、
多
く
の
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

グリム♪ミュージックフェア

広報しもつけ　2017.7

Shimotsuke
32



募
　
　
集

相
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お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

　
「
院
内
助
産
所
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存

知
で
す
か
？

　

院
内
託
児
所

の
よ
う
に
、「
院

内
の
職
員
向
け
の

出
産
施
設
」
に

間
違
え
ら
れ
そ

う
で
す
が
、
そ
う

で
は
な
く
「
病

院
内
の
助
産
院
」

の
こ
と
で
す
。

　

昔
、
お
産
婆

さ
ん
が
自
宅
に
出

向
き
、
家
族
が

手
伝
い
な
が
ら
新

し
い
家
族
の
誕
生

を
迎
え
ま
し
た
。

今
は
病
院
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
施
設
出

産
が
主
で
す
が
、

最
近
で
は
開
業

助
産
師
に
よ
る

助
産
院
や
自
宅

出
張
分
娩
な
ど

自
由
に
選
択
し

出
産
場
所
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

当
院
の
院
内
助
産
所
は
、
大
学
病
院
の

中
に
あ
り
医
師
と
常
に
連
携
を
と
って
い
る

た
め
、
い
ざ
と
い

う
時
に
は
高
度

医
療
を
受
け
る

こ
と
も
で
き
ま

す
。
一
方
、
正

常
な
経
過
で
リ

ス
ク
の
少
な
い
方

に
は
、
助
産
院

の
よ
う
な
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
出
産

（
分
娩
台
を
使

用
し
な
い
畳
敷

き
の
布
団
や
好

き
な
姿
勢
で
、

お
子
さ
ん
や
大

切
な
家
族
と
出

産
を
迎
え
る
）

を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
12

月
開
設
時
か
ら

平
成
29
年
３
月

末
ま
で
の
５
年

４
か
月
、
院
内
助
産
所
で
は
１
２
４
人
の
赤

ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

院
内
助
産
所

は
妊
婦
健
診
、
出

産
準
備
ク
ラ
ス
、

出
産
、
産
後
の
育

児
、
退
院
後
の
マ

ミ
ー
ズ
ル
ー
ム（
育

児
相
談
）、
１
ヶ

月
健
診
ま
で
助

産
師
７
名
の
チ
ー

ム
で
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

７
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
外
来
か
ら
出
産
ま
で

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
、
助
産
師
と

の
関
係
が
築
け
、
安
心
し
て
出
産
・
育
児

に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

　
「
大
学
病
院
は
紹
介
状
が
な
い
と
受
診
で

き
な
い
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
当
助

産
所
は
誰
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院　

院
内
助
産
所

ラ
ヴ
ィ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　

ラ
ヴ
ィ
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
、
雰
囲

気
、
お
受
け
で
き
な
い
合
併
症
、
ラ
ヴ
ィ
で

出
産
さ
れ
た
方
の
体
験
記
な
ど
情
報
が
満

載
で
す
。

　

ぜ
ひ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
院
内
助
産
所
ラ
ヴ
ィ
で
の
出
産
に

つい
て
、
直
接
助
産
師
と
話
を
し
て
確
認
し

た
い
場
合
に
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
一
緒
に
自
分
ら
し
い
妊
娠
生
活
に
つ
い
て

考
え
、
出
産
や
育
児
の
手
伝
い
が
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
産
科
病
棟

　

☎（
44
）２
１
１
１　

代
表

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
連
携
コ
ラ
ム

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
　
院
内
助
産
所
の
ご
紹
介

Jichi Medical Universit Hospital
広報しもつけ　2017.7

Shimotsuke
33



イ
ベ
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ら
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集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

◇テーマ　　　下野市内の文化財に関するもの
◇応募期間　　９/１（金）～９/７（木）
◇応募対象者　小・中学生、一般
◇規格・用紙
　・画用紙　八つ切りサイズ（380㎜×270㎜）
　・画材　　自由
　※作品裏に住所・氏名・画題を明記。
◇展示期間　９/12（火）～10/９（月・祝）

◇賞　　　　入賞者に記念品あり
　　　　　　応募者全員に参加賞を贈呈
◇応募方法　応募作品は下野薬師寺歴史館に持参、
　　　　　　または郵送してください。
◇返却方法　応募作品は10/12（木）以降に来館の
　　　　　　うえ、返却を受けてください。
　※市内小・中学生については学校単位の応募・
　　返却となります。

ベニバナ染めをしよう！ベニバナ染めをしよう！

平成29年度　文化財絵画展作品募集！平成29年度　文化財絵画展作品募集！

◇対象　　　小学４年生以上（定員20名）
　※小学生が対象ですが、一般の方も参加可能です。
◇参加費　　500円（材料費）
◇申し込み　７/１（土）午前９時から受付開始
　電話またはご来館のうえお申込みください。
　※定員になり次第締め切ります。
　※摘み、染めどちらも参加できる方優先です。
　※染色液で服が汚れる可能性があります。
　　当日は汚れてもよい服装でお越しください。

◆ベニバナ摘み体験
・日時　７/22（土）
　　　　午前９時～10時
　　　　※小雨決行、雨天中止
・場所　下野薬師寺歴史館周辺
　　　　（集合：下野薬師寺歴史館）
・講師　文化財課職員

◆ベニバナ染め体験
・日時　８/27（日）
　　　　午前９時～正午
・場所　国分寺公民館
・講師　町田　陽　先生

歴史館周辺で栽培したベニバナの花を摘み、ハンカチを染めます。
夏休みの思い出に貴重な体験をしてみませんか？ご参加お待ちしております！

事前申込制

下野薬師寺歴史館下野薬師寺歴史館

なつやすみイベント

広報しもつけ　2017.7
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ベ
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申し込み・問い合わせ申し込み・問い合わせ

下野薬師寺歴史館下野薬師寺歴史館 TEL（47）3121TEL（47）3121

けしゴムハンコを使ってエコバックを素敵にデザインします！
世界にひとつだけのオリジナルバッグをつくりましょう！

◇開催期間　７/21（金）～８/31（木）
　　　　　　※８/１（火）～６（日）、８/31以外の木曜日、休館日を除く
◇時間　　　午前９時～午後４時（最終受付午後３時）
◇対象　　　一般、小学生以上（低学年の方は保護者同伴）
◇参加費　　300円(材料費)
　※混雑状況により、お待ちいただく場合がございます。

軒丸瓦をスイーツデコでつくろう！軒丸瓦をスイーツデコでつくろう！

◇日時　　８/１ (火）
　　　　　午前10時～午後１時（最終受付午後０時30分）
◇対象　　一般、小学生以上（低学年の方は保護者同伴）
◇参加費　300円（材料費）
◇講師　　河原　頼子　先生
　※混雑状況により、お待ちいただく場合がございます。
　※２つのタイプをご用意しています。それぞれ先着20個限定です。

スイーツデコの材料を使えば、瓦もかわいく変身！！
カラフルでキュートな軒丸瓦をつくりましょう！

事前申込不要
時間内随時対応

オリジナル風鈴づくりオリジナル風鈴づくり

－ハンコdeつくる－エコバッグ－ハンコdeつくる－エコバッグ

◇日時　　　８/２（水）・８/４（金）・８/５（土）・８/６（日）
　　　　　　各日 １回目：午前10時～、２回目：午後１時30分～ １時間程度
◇人数　　　各回６名
◇対象　　　一般、小学生以上（低学年の方は保護者同伴）
◇参加費　　200円（材料費）
◇申し込み　７/20（木）午前９時から受付開始
　　　　　　電話または来館のうえ、申し込みください。

ガラスの風鈴に彩色をして、オリジナルの風鈴をつくります！
やさしい音色で涼しい夏のひとときを過ごしましょう。

事前申込制

事前申込不要
時間内随時対応

す。 【動物の形のクッキーマグネット】

【マカロンの
　ボール
　チェーン】
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お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催

　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館
・
し
も
つ

け
風
土
記
の
丘
資
料
館
で
は
、
夏

休
み
２
館
共
同
企
画
と
し
て
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日

　

8
月
1
日
㈫
～
31
日
㈭

■
場
所

　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
特
典

　

両
館
を
訪
れ
た
方
に
素
敵
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
先
着
３
０
０
名
様

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

　

☎（
47
）３
１
２
１

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）５
０
４
９

■
対
象
年
齢

　

小
学
１
年
生
以
上

■
受
付
開
始

　

７
月
４
日
㈫
～

■
募
集
人
数　
12
名

甲
塚
古
墳
出
土
遺
物
の
展
示

　

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
、

甲
塚
古
墳
出
土
遺
物
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

機
織
形
埴
輪
も
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り
体
験

講
座

　

布
製
の
バ
ッ
グ
に
国
分
寺
跡
出

土
の
瓦
で
拓
本
を
取
り
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
バ
ッ
グ
を
作
る
体
験
で
す
。

■
日
時

　

８
月
４
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
受
講
料　
２
０
０
円

■
対
象
年
齢

　

小
学
１
年
生
以
上

■
受
付
開
始

　

７
月
４
日
㈫
～

■
募
集
人
数　
14
名

コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
体
験

講
座

　

あ
ん
ぎ
ん
編
み
で
つ
く
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
る
体
験

で
す
。

■
日
時

　

８
月
23
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
受
講
料

　

１
０
０
円

体
験
コ
ー
ナ
ー
開
催

①
不
思
議
な
粘
土
で
勾
玉
を
つ
く

　

ろ
う
・
円
筒
埴
輪
を
つ
く
ろ
う

②
型
紙
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
で
ら
ん

　

た
ん
を
つ
く
ろ
う

■
日
時

①
７
月
１
日
㈯

　
　
　
　
　

～
２
月
28
日
㈬

②
８
月
１
日
㈫

　
　
　
　
　

～
10
月
31
日
㈫

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ま
で
受

付※
催
し
等
に
よ
り
、
体
験
が
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
受
講
料

　

１
０
０
円

定
期
歴
史
講
座
開
催

　

甲
塚
古
墳
出
土
埴
輪
等
遺
物
の

重
要
文
化
財
指
定
を
記
念
し
、
今

年
は
埴
輪
を
テ
ー
マ
に
歴
史
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
受
講
料　
１
０
０
円

■
募
集
人
数　
各
回
60
名

　

各
回
ご
と
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

甲塚古墳出土遺物（機織形埴輪の指定復元CG）

　
　
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館　
☎（
44
）５
０
４
９  （
Ｆ
Ａ
Ｘ・電
子
メ
ー
ル
で
の
受
付
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）

エコバッグ

コースター

勾玉・円筒埴輪 らんたん

市教育委員会文化財課
　　　　　　阿部　さつき
市教育委員会文化財課
　　　　　　　木村　友則
小山市立車屋美術館
　　副館長　鈴木　一男氏
壬生町立歴史民俗資料館
文化財係長　君島　利行氏
栃木県教育委員会文化財課
　　副主幹　齋藤　恒夫氏

8月 1日㈫

8月29日㈫

9月20日㈬

10月24日㈫

11月22日㈬

埴輪の基礎知識

下野市の埴輪

小山市の埴輪

壬生町の埴輪

栃木県の埴輪

受付開始日講　　師講　座　名

8月20日

9月24日

10月15日

11月19日

12月17日

開催日

㈰

㈰

㈰

㈰

㈰

広報しもつけ　2017.7

Shimotsuke
36



募
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就
　
　
職

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ
の

お
知
ら
せ

〇
ひ
と
り
親
家
庭
巡
回
就
業
相
談

　

栃
木
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
連

合
会
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
就

業
支
援
を
目
的
と
し
て
、
巡
回
就

業
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

県
内
居
住
の
母
子
家
庭
の
母
、

寡
婦
、
父
子
家
庭
の
父
で
、
就
職

ま
た
は
転
職
を
希
望
し
て
い
る
方

■
日
時　
８
月
２
日
㈬
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

■
会
場　
市
役
所
相
談
室

■
申
込
期
限　
７
月
18
日
㈫

○
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
・
死

亡
・
遺
棄
な
ど
の
理
由
で
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
へ
手

当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

年
度
更
新
は
８
月
の
た
め
、
新

た
に
所
得
限
度
額
以
下
に
な
る
場

合
は
、
７
月
中
に
新
規
の
認
定
請

求
書
を
提
出
し
、
審
査
の
う
え
認

定
さ
れ
れ
ば
８
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
３

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
書
道
連
盟
事
務
局

　

☎（
48
）２
０
６
８

　

 shim
oshoren@

　
　
　
　
　
　
　
　

gm
ail.com

病
児
保
育
の
お
知
ら
せ

　

病
児
保
育
は
、
済
生
会
宇
都
宮

病
院
内
の「
お
は
な
ほ
い
く
え
ん
」

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
７
月

か
ら
は
新
小
山
市
民
病
院
内
の

「
病
児
保
育
室
ひ
ま
わ
り
」
で
の

利
用
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

事
前
の
利
用
登
録
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
こ
ど
も
福
祉
課
に

連
絡
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
利
用
す
る
際
は
事
前
に

病
児
保
育
室
に
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
申
請
書
類
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
他
、
市
役
所
や
保
育
園
、
幼
稚

園
等
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
３

　

新
小
山
市
民
病
院

　

病
児
保
育
室　

ひ
ま
わ
り

　

☎（
28
）３
３
８
５

第　
回
記
念
下
野
市
書
道

連
盟
展
開
催
の
ご
案
内

　

下
野
市
書
道
連
盟
は
創
立
10
周

年
を
迎
え
第
10
回
記
念
展
を
開
催

し
ま
す
。
高
校
生
か
ら
一
般
の
方

ま
で
の
作
品
、
約
百
点
を
展
示
し

ま
す
。

　

ま
た
、
展
覧
会
の
特
別
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
高
校
生
に
よ
る
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
書
道
を
気
軽

に
楽
し
む
ミ
ニ
講
座
な
ど
も
実
施

し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

■
展
覧
会
日
程

　

８
月
10
日
㈭
～
12
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

■
特
別
イ
ベ
ン
ト

○
高
校
生
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス

　

８
月
11
日(

祝
・
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

○
ミ
ニ
講
座

　

各
回
午
後
２
時
～
３
時

・
８
月
10
日
㈭

　

講
師
：
井
上
幸
枝
（
仮
名
）

・
８
月
11
日(

祝
・
金
）

　

子
供
の
び
の
び
書
道
塾

・
８
月
12
日
㈯

　

講
師
：
大
浦
星
齋
（
お
す
す
め

の
古
典
）

■
会
場　
グ
リ
ム
の
館

さ
い
。
都
合
が
合
う
日
に
こ
ち
ら

か
ら
回
収
に
向
か
い
ま
す
の
で
、

次
の
連
絡
先
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

代
表　

自
治
医
科
大
学

　

医
学
部
１
年　

廣
瀬
一
樹　

　

☎
０
８
０（
６
７
７
５
）８
１
５
５

　
 kusushibazar@

　
　
　
　
　
　
　
　

gm
ail.com

●
協
賛
店
の
募
集

　

薬
師
祭
に
て
、
多
く
の
企
業
、

市
民
の
皆
様
方
か
ら
協
賛
金
・
協

賛
品
の
御
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
も
協
賛
店
を
募
集

し
ま
す
の
で
ご
協
賛
頂
け
る
場
合

は
次
の
連
絡
先
ま
で
連
絡
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
資
料
を
お
送
り
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
支
援
、
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

代
表 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
部
門
長

　

医
学
部
4
年 

山
田
将
大

　

☎
０
８
０（
４
０
１
８
）４
７
１
２

　

 kusushi.pam
phlet@

　
　
　
　
　
　
　
　

gm
ail.com

●
球
技
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ  

　

薬
師
祭
で
球
技
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
種
目
は
フ
ッ
ト
サ
ル
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
2
種
目
で
す
。

　

毎
年
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
豪
華
賞
品
も

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆

様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

■
日
時

　

10
月
8
日
㈰　

午
前
10
時
～

■
場
所

　

自
治
医
科
大
学
構
内
野
球
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト

■
申
込
締
切

　

8
月
31
日
㈭ 

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
運
動
会
部
門
長

　

医
学
部
3
年　

後
藤
大
基 

　

☎
０
９
０（
１
７
４
４
）６
０
６
９ 

　

 m
15046dg@

jichi.ac.jp

●
バ
ザ
ー
物
品
提
供
の
お
願
い

　

10
月
に
行
わ
れ
る
薬
師
祭
で
は
、

今
年
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を

行
い
ま
す
。
利
益
は
全
額
、福
祉
・

医
療
関
係
団
体
等
へ
の
寄
付
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
バ

ザ
ー
物
品
の
提
供
に
ご
協
力
く
だ

自
治
医
科
大
学
薬
師
祭
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

10
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お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
へ
の
回
答
協
力
の
お

願
い

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
31
日

現
在
で
、
常
用
労
働
者
を
１
～
４

人
雇
用
し
て
い
る
小
規
模
事
業
所

を
対
象
に
賃
金
、
労
働
時
間
及
び

雇
用
の
実
態
に
つ
い
て
、
全
国
及

び
都
道
府
県
別
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
毎
月
勤
労
統
計
調

査
特
別
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

調
査
結
果
は
、
小
規
模
事
業
所
の

実
態
を
示
す
資
料
と
し
て
最
低
賃

金
の
改
定
審
議
等
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
統
計
調

査
員
が
訪
問
し
、
調
査
事
項
に
つ

い
て
お
伺
い
し
て
調
査
票
を
作
成

し
ま
す
。

　

調
査
票
に
書
か
れ
た
内
容
は
、

「
統
計
法
」
に
よ
り
厳
し
く
秘
密

が
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
統
計
以

外
の
目
的
に
用
い
る
こ
と
も
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
調
査
に
ご
回
答
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
32
）８
８
８
６

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル

　

☎（
47
）１
１
２
２

ふ
れ
あ
い
館
で

デ
ト
ッ
ク
ス･

ヨ
ガ

　

｢

ね
じ
り
の
ポ
ー
ズ｣

で
体
内

に
溜
ま
っ
て
い
る
毒
素
を
排
出
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
！　

便
秘
や
美

肌
に
も
効
果
Ｕ
Ｐ
。

■
日
時

　

毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
対
象　
18
歳
以
上
の
方

■
定
員　
20
名

■
受
講
料　
１
回
７
０
０
円

　

お
得
な
共
通
回
数
券
も
あ
り
ま

す
。

■
場
所　
ふ
れ
あ
い
館
内
広
間

■
持
ち
物　
タ
オ
ル･

補
給
水

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）１
１
２
６

　

詳
細
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
時
間

　

午
後
７
時
10
分
～
８
時
10
分

■
定
員　
25
名

■
対
象　
18
歳
以
上
の
方

■
受
講
料

　

４
，
０
０
０
円
（
４
回
分
）

※
１
回
１
，
２
０
０
円
券
あ
り
。

４
回
分
（
４
，
４
０
０
円
）
の
共

通
回
数
券
も
あ
り
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル

　

☎（
47
）１
１
２
２

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル

夏
休
み
は
毎
日
営
業
！

営
業
時
間
も
拡
大
中
で
す
！

　

６
月
～
８
月
の
期
間
、
サ
マ
ー

タ
イ
ム
と
し
て
次
の
通
り
、
朝
も

夜
も
拡
大
営
業
中
で
す
。

　

週
末
の
夏
の
夜
も
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
小･

中
学
校
の
夏
休
み

期
間
中
は
、
プ
ー
ル
の
み
無
休
で

営
業
し
ま
す
（
月
曜
日
は
午
前
10

時
～
午
後
６
時
）。

■
変
更
後
の
営
業
時
間

　

土
日
・
祝
祭
日

　

午
前
９
時
～
午
後
８
時
30
分

  （
平
日
は
変
更
な
し

　

午
前
10
時
～
午
後
８
時
30
分
）

■
日
程

　

８
月
22
日
㈫
・
23
日
㈬
・
24
日

㈭
・
25
日
㈮

■
時
間

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

■
定
員　
各
コ
ー
ス
25
名

■
対
象　
小
学
生

■
受
講
料

　

３
，
０
０
０
円
（
４
回
分
）

②
短
期
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ス
イ
ミ
ン
グ

　

個
人
に
合
わ
せ
た
指
導
で
初
め

て
の
方
に
も
中
級
者
の
方
に
も
オ

ス
ス
メ
で
す
。

■
日
程

　

７
月
27
日
㈭
、
８
月
３
日
㈭
・

17
日
㈭
・
24
日
㈭

■
時
間

　

午
後
６
時
40
分
～
７
時
40
分 

■
定
員　
20
名

■
対
象　
18
歳
以
上
の
方

■
受
講
料

　

４
，
０
０
０
円
（
４
回
分
）

※
１
回
１
，
２
０
０
円
券
あ
り
。

４
回
分
（
４
，
４
０
０
円
）
の
共

通
回
数
券
も
あ
り
ま
す

③
短
期
ア
ク
ア
シ
ェ
イ
プ
60

　

暑
い
夏
こ
そ
プ
ー
ル
で
爽
や
か

に
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
！
重
た
い
も

の
を
脱
ぎ
捨
て
ま
し
ょ
う
！

■
日
程

　

７
月
28
日
㈮
、
８
月
４
日
㈮
・

18
日
㈮
・
25
日
㈮

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル
教
室

夏
期 
短
期
水
泳
教
室
開
催
！

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
！
ふ
れ
あ
い

館
プ
ー
ル
で
は
こ
の
夏
、
短
期
水

泳
教
室
と
夏
期
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

①
小
学
生
水
泳
教
室

　

１
ク
ラ
ス
を
レ
ベ
ル
に
応
じ
て

２
組
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
指
導

し
ま
す
の
で
初
め
て
の
お
子
様
で

も
安
心
で
す
。

○
Ａ
コ
ー
ス

■
日
程

　

７
月
22
日
㈯
・
29
日
㈯
、
８
月

５
日
㈯
・
19
日
㈯

■
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
９
時
30
分

○
Ｂ
コ
ー
ス

■
日
程

　

７
月
23
日
㈰
・
30
日
㈰
、
８
月

６
日
㈰
・
20
日
㈰

■
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
９
時
30
分

○
Ｃ
コ
ー
ス

■
日
程

　

７
月
25
日
㈫
・
27
日
㈭
、
８
月

１
日
㈫
・
３
日
㈭

■
時
間

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

○
Ｄ
コ
ー
ス
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就
　
　
職

くらしの情報

相
　
　
談

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

■
内
容

・
補
装
具
等
に
関
す
る
相
談
及
び

処
方
並
び
に
適
合
判
定

・
医
学
的
な
相
談
及
び
判
定

・
そ
の
他
生
活
全
般
に
係
る
相
談

■
対
象
者

　

肢
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

■
相
談
料　
無
料

■
申
込
期
限

　

７
月
20
日
㈭
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
０

　

（
32
）８
６
０
１

■
申
し
込
み
先

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
２
８（
６
１
２
）４
３
３
８

■
共
催

　

下
野
市
商
工
会
、
石
橋
商
工
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
32
）８
９
０
７

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

　

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、
遠
隔
地
等
に
よ

り
、
通
院
が
困
難
な
在
宅
の
身
体

障
が
い
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
し
、

医
師
等
専
門
職
が
身
体
障
が
い
に

関
す
る
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、

巡
回
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

補
装
具
の
適
合
判
定
や
身
体
障
が

い
者
手
帳
申
請
の
た
め
の
診
断
書

作
成
、
そ
の
他
相
談
等
を
お
受
け

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　

８
月
３
日
㈭

　

午
後
２
時
～
４
時

■
会
場

　

小
山
市
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
　
談

事
業
承
継
出
張
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　
「
後
継
者
が
い
な
い
」・「
事
業

引
継
ぎ
に
不
安
が
あ
る
」
な
ど
の

悩
み
を
抱
え
て
い
る
事
業
者
の
皆

様
を
対
象
に
出
張
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

様
々
な
理
由
で
多
く
の
経
営
者

が
対
策
を
先
送
り
し
が
ち
で
す
が
、

事
業
承
継
に
は
早
め
の
対
策
が
必

要
で
す
。

　

親
族
内
承
継
・
従
業
員
承
継
・

Ｍ
＆
Ａ
で
の
譲
渡
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
中
小
企
業
の
事
業
承
継

を
支
援
す
る
公
的
機
関
で
あ
る
栃

木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
り
、
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

予
約
制
で
す
の
で
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

■
日
時

　

８
月
１
日
㈫
、
７
日
㈪

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

（
１
事
業
者
あ
た
り
１
時
間
以
内
）

■
場
所

　

市
役
所　

３
０
２
会
議
室

■
出
展
内
容

　

自
社
製
品
や
取
扱
商
品
等
の
Ｐ

Ｒ
・
展
示
・
販
売
ま
た
は
活
動
状

況
の
Ｐ
Ｒ

■
出
展
者
の
決
定

　

実
行
委
員
会
で
審
査
の
う
え
決

定
し
ま
す
。（
申
し
込
み
が
多
数

の
場
合
、
出
展
を
ご
遠
慮
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
出
展
内
容

　

出
展
要
項
を
お
読
み
い
た
だ
き
、

「
産
業
祭
出
展
事
業
計
画
書
」「
市

税
等
納
入
状
況
調
査
承
諾
書
」
及

び
食
品
を
調
理
・
提
供
す
る
場
合

は
「
取
扱
食
品
概
要
書
」
を
商
工

観
光
課
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
受
付
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で

■
応
募
締
切

　

８
月
２
日
㈬

■
出
展
要
項
等
配
布
場
所

　

商
工
観
光
課
窓
口
で
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
32
）８
９
０
７

募
　
集

産
業
祭
の
出
展
者
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
特
産
品
や
工
業
製
品

及
び
技
術
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域

産
業
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る
こ
と

を
目
的
に
下
野
市
産
業
祭
を
開
催

し
ま
す
。

　

市
内
に
立
地
す
る
企
業
や
商
工

業
者
の
ほ
か
、
市
内
で
活
動
し
て

い
る
公
共
性
の
あ
る
団
体
の
出
展

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
の
活
動
状
況
を
Ｐ
Ｒ
す
る

機
会
と
し
て
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
開
催
日
時

　

10
月
22
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

■
会
場

　

南
河
内
球
場
（
南
河
内
公
民
館

北
側
）

■
参
加
資
格

・
企
業
及
び
商
工
業
者
（
市
内
に

事
業
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
）

・
市
内
で
活
動
し
て
い
る
公
共
性

の
あ
る
団
体
（
た
だ
し
、宗
教
的
・

政
治
的
活
動
団
体
は
除
く
）

・
市
税
及
び
市
に
対
す
る
公
共
料

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

広告

結城駅
国道50号線

至下館至小山

50号バイパス

保育園
ツタヤ

公園 アクロス
とりせん

～お一
人暮らしでお食事やお風呂が不安な方～

こちらは食事付きのアパートのような施設です
◆所得が少ない方でしたら低額でご利用いただけます。
　　　　　　　　　　　　　　( 総額 75,000 円程度～ )
◆同居は出来ないが、１人暮らしの親を近くに呼んで
　面倒を見てあげたい等ご相談ください。
茨城県結城市新福寺 2-7-2
社会福祉法人　筑波会
フローレンス結城
Tel 0296-32-2234
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お
知
ら
せ

募
　
　
集

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

就
　
　
職

相
　
　
談

方
の
応
募
を
希
望
し
ま
す
。

■
試
験
日
程
（
１
次
）

　

9
月
17
日
㈰

・
教
養
試
験

　

午
前
9
時
30
分
～

　

白
鷗
大
学
本
キ
ャ
ン
パ
ス
（
小

山
市
）

・
体
力
試
験

　

午
後
2
時
～

　

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

※
第
1
次
試
験
合
格
者
に
第
2
次

試
験
の
案
内
を
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み

　

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

※
申
込
書
は
、
消
防
本
部
・
石
橋

消
防
署
・
壬
生
消
防
署
・
上
三
川

消
防
署
窓
口
ま
た
は
、
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://119-ifd.

or.jp/

）
か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ

い
。

　

郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
返

信
用
封
筒
（
Ａ
４
対
応
角
２
封
筒

に
宛
先
を
明
記
し
１
２
０
円
切
手

を
貼
っ
た
も
の
）
を
同
封
し
、
封

筒
表
に
「
試
験
案
内
請
求
」
と
朱

書
き
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間　
7
月
3
日
㈪
〜
8

月
4
日
㈮
当
日
消
印
有
効

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
地
区
消
防
組
合
総
務
課

　

☎（
53
）０
５
０
９

石
橋
地
区
消
防
組
合

消
防
職
員
募
集

■
採
用
予
定
職
種

　

消
防
吏
員
（
高
等
学
校
卒
業
程

度
）

■
採
用
予
定
人
員

　

５
名
程
度

■
受
験
資
格

　

平
成
5
年
4
月
2
日
～
平
成
12

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

員
法
第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格
条

項
に
該
当
し
な
い
方

■
欠
格
条
項

・
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐

人
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）
の
方

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
え
て
い
な
い
方
ま

た
は
、
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
な
る
ま
で
の
方

・
石
橋
地
区
消
防
組
合
職
員
と
し

て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当

該
処
分
の
日
か
ら
2
年
を
経
過
し

な
い
方

・
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に

成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す

る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他

の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ

に
加
入
し
た
方

※
緊
急
時
の
災
害
招
集
に
対
応
す

る
た
め
、
管
内
（
下
野
市
・
壬
生

町
・
上
三
川
町
）
に
居
住
で
き
る

名
）

・
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
就
労
ま
で
。

様
々
な
社
会
参
加
活
動
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
。

・
生
涯
学
習
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス■
開
催
日
時

　

８
月
10
日
㈭

・
セ
ミ
ナ
ー

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

・
相
談
会

　

午
後
１
時
～
４
時

■
場
所

　

市
役
所　

３
０
２
会
議
室

■
申
し
込
み
先

　

小
山
労
政
事
務
所

　

☎（
22
）４
０
３
２

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
労
働
政
策
課
ジ
ョ
ブ

モ
ー
ル
担
当

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
６

就
　
職

求
職
者
と
シ
ニ
ア
の
た
め

の
巡
回
相
談
会
＆
巡
回
セ

ミ
ナ
ー

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
就

労
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
ま
た
、
生
涯
現
役
推
進
員

が
、
シ
ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
活

動
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
巡
回
セ
ミ
ナ
ー
も
併
せ
て

開
催
し
ま
す
。

　

相
談
の
み
、
セ
ミ
ナ
ー
の
み
の

参
加
も
可
能
で
す
。
い
ず
れ
も
無

料
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

巡
回
相
談
会
・
巡
回
セ
ミ
ナ
ー

は
予
約
制
で
す
。
開
催
日
の
前
日

（
土
日
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内
容

○
巡
回
相
談
会
（
先
着
３
名
）

・
就
職
活
動
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

・
適
正
職
業
診
断

・
履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受

け
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

○
巡
回
セ
ミ
ナ
ー
（
先
着
15
名
）

　

就
職
活
動
の
基
本
と
自
己
分
析 

○
と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応
援

セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
会
（
先
着
3

司
法
書
士
・
行
政
書
士

無
料
相
談

○
司
法
書
士
相
談

　

不
動
産
登
記
、
商
業
・
法
人
登

記
、
多
重
債
務
、
１
４
０
万
円
を

超
え
な
い
民
事
裁
判
手
続
き
、
成

年
後
見
関
係
な
ど
。

■
日
時　
７
月
12
日
㈬

　
　
　
　

８
月
９
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

■
相
談
時
間　

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
会
場　
ゆ
う
ゆ
う
館

■
定
員　
４
名
（
事
前
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

本
多
絵
美　

☎（
37
）９
１
２
０

○
行
政
書
士
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
、
成
年
後
見
、
離
婚
等
に

つ
い
て
の
相
談
な
ど
。

■
日
時　
７
月
27
日
㈭

　
　
　
　

８
月
24
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

■
相
談
時
間　

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
会
場　
ゆ
う
ゆ
う
館

■
定
員　
４
名
（
事
前
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

生
田
目
安
夫
☎（
52
）２
３
５
０
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９ 
文
字
を
早
く
軽
く
読
む
こ
と

を
―
―
―
目
を
通
す
と
言
い
ま
す
。

10 

エ
ー
ス
、
ア
ン
サ
ー
、
ア
ン

ペ
ア
。
１
文
字
で
表
す
と
？

 

ヨ
コ
の
カ
ギ

１ 

宿
代
。

５ 

１
９
７
０
年
代
に
流
行
し
た

攻
撃
的
で
強
烈
な
服
装
・
髪
型
、

音
楽
な
ど
の
ス
タ
イ
ル
。

７ 

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
中
で

特
に
気
に
入
っ
て
い
る
人
の
こ
と

を
―
―
―
メ
ン
と
言
う
よ
う
で
す
。

８ 

平
た
い
パ
ス
タ
の
上
に
ト
マ

ト
ソ
ー
ス
や
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
、

チ
ー
ズ
な
ど
を
載
せ
て
焼
い
た
イ

タ
リ
ア
料
理
。

11 

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
に
て

―
―
―
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
詳
し
く
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

答
え
は
43
ペ
ー
ジ

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
全
て
の
マ
ス

を
埋
め
た
後
、
色
が
つ
い
た
マ
ス

の
文
字
を
並
び
替
え
る
と
下
野
市

ゆ
か
り
の
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

タ
テ
の
カ
ギ

２ 

注
意
を
怠
る
こ
と
。
―
―
―

大
敵
。

３ 

こ
れ
は
い
く
ら
で
す
か
？
―

―
―
マ
ッ
チ
。

４ 

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
側
の

地
域
の
中
で
も
最
も
東
の
地
域
の

こ
と
。
世
界
大
会
の
予
選
で
は
中

国
や
韓
国
な
ど
が
同
じ
グ
ル
ー
プ

に
な
り
ま
す
よ
ね
。

５ 

お
父
さ
ん
、
親
父
、
父
、
ダ

デ
ィ
。
あ
な
た
は
何
と
呼
ん
で
い

ま
す
か
？

６ 

お
隣
の
栃
木
市
は
―
―
―
の

街
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

７ 

桃
太
郎
を
始
め
と
し
た
多
く

の
昔
話
で
悪
役
を
務
め
る
妖
怪
。

  

室
内
で
も
熱
中
症
予
防
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
！

　

暑
い
日
に
、「
室
内
で
冷
房
等

を
点
け
ず
に
い
て
、
意
識
を
失

い
倒
れ
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
事

例
が
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の

方
は
、
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
を
感

じ
に
く
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

る
た
め
、
自
覚
が
な
い
ま
ま
重
症

と
な
る
傾
向
が
あ
り
、
よ
り
一
層

の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

室
内
で
は
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風

機
を
上
手
に
使
用
し
て
、
高
温
多

湿
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

水
分
補
給
は
、
の
ど
が
渇
い
て

か
ら
水
や
お
茶
な
ど
を
飲
む
の
で

は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
時
間
を
決

め
る
な
ど
し
て
、
意
識
的
に
と
る

よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

暑
い
日
に
は
、
室
内
で
も
熱
中

症
に
な
ら
な
い
よ
う
し
っ
か
り
と

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎(

44)

４
８
８
３

　

市
役
所
２
階 

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

　

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　

☎
０
２
８(

６
２
５)

２
２
２
７

輝
き
た
い
女
性
を
応
援
し
ま
す

「
仕
事
も
家
庭
も
両
立
宣
言
」

　

栃
木
県
で
は
、企
業
等
が「
従

業
員
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」

や
「
女
性
の
活
躍
」
を
応
援
す

る
た
め
の
取
組
を
、「
い
い
仕

事
い
い
家
庭
つ
ぎ
つ
ぎ
と
ち
ぎ

宣
言
」
と
し
て
募
集
し
て
い
ま

す
。
企
業
等
の
責
任
あ
る
立
場

の
方
が
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
り
、

女
性
を
は
じ
め
と
し
た
誰
も
が

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
実
現

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

宣
言
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
さ
れ
る
ほ
か
、
宣
言
し

た
企
業
等
に
対
し
て
登
録
マ
ー

ク
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
マ
ー
ク

を
名
刺
や
会
社
案
内
等
に
使
用

し
、
女
性
の
活
躍
な
ど
を
応
援

す
る
企
業
等
と
し
て
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

宣
言
に
よ
り
、
従
業
員
の
や
る

気
の
向
上
や
、
優
秀
な
人
材
の

確
保
に
つ
な
が
る
な
ど
、
様
々

な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

市
内
で
宣
言
し
て
い
る
企
業

等
は
12
社
（
平
成
29
年
４
月
現

在
）
で
す
。
皆
さ
ん
も
で
き
る

こ
と
か
ら
宣
言
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

消費生活

くらしの情報
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わかるかな？

まちがいさがし
２枚の写真には違っているところが
３つあります。見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）
※答えは 43ページ

ゆうがおパーク内直売所▶

1 2 4

5 6 7

8 9

10
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クロスワード
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クロスワード
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くらしの情報

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

http

：//w
w
w
.school.shim

otsuke.ed.jp/index.htm

7月
July

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

■刃物研ぎ　午前９時～午後２時

■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～

■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

■時間　午後１時30分～３時30分
　　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後１時～４時30分

■問い合わせ先
　商工観光課☎32－8907

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

（　　　　 ）

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館休館日 きらら館は
トレーニング室

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

固定資産税・都市計画税　　 ２期
国民健康保険税 １期
介護保険料 １期
後期高齢者医療保険料 １期
国民年金保険料 ６月分

 

↑携帯電話用
ＱＲコード

おもちゃの図書館
ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

日時
場所

８日・ 22日
南河内児童館

■納期限　7月31日㈪

番号・医療機関名・所在地

■夜間休日急患診療所

■休日急患歯科診療所

救急告示医療機関当番（一次急患）

■とちぎ子ども救急電話相談　☎＃8000
（携帯電話とプッシュ回線以外は、☎028－600－0099）
月～土曜日：18時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（８時～翌朝８時）
■とちぎ救急医療電話相談（大人の救急電話相談）☎＃7111
（携帯電話とプッシュ回線以外は、☎028－623－3344）毎日 18時～ 22時
急な病気やけがに関する家庭での対処方法や救急医療の受診の目安などを看護師がアドバイスします。

　

一次救急医療機関情報

◉平日・日曜日　17:00～翌日9:00
◉土曜日・祝日の前日（　　　 の部分）17:00～翌日17:00
カレンダー内番号が当番医療機関です。事前に電話で確認してください。

文月
ふづき

ふれあい館 ☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

ゆうゆう館 ☎43-1231 きらら館 ☎52-3711

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎32－8886

①小金井中央病院下野市小金井2-4-3
　☎44－7000
②石橋総合病院 下野市下古山1-15-4
　☎53－1134　※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2-7-18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795-4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320－2
　☎0280－57－1011

日 月 火 水 木 金 土
1
①③

2 3 4 5 6 7 8
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
9 10 11 12 13 14 15
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
16 17 18 19 20 21 22
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
23 24 25 26 27 28 29
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
30 31
②⑥ ①③

平日・土曜日　19時～22時
日曜、祝日、振替、年末年始

（12月31～１月３日）
10時～12時、13時～17時、
18時～21時
診療科目：内科、小児科
事前に電話で確認してくださ
い。
☎0285‒39‒8880

日曜、祝日、振替、年末年始
（12月31～１月３日）
10時～12時、13時～16時
☎0285‒39‒8881
所在地：小山市神鳥谷2251-7
（小山市健康医療介護総合
支援センター内）

シルバー人材センター
（旧下水道庁舎）
小金井駅東口

11日㈫

18日㈫

シルバー人材センター
（旧下水道庁舎）19日㈬

天平の丘

花広場

天平の丘

花広場

下野市商工会

―

市職員組合

市職員組合

７ 

月

８ 

月

会場：ゆうゆう館

会場：石橋公民館

会場：南河内公民館

一般相談・総合相談
７月４日・11日・18日

（いずれも火曜日）
児童母子相談　７月25日㈫
法律相談 ７月13日㈭

一般相談・総合相談
７月３日・10日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　７月24日㈪

一般相談・総合相談
７月７日・14日・21日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　７月28日㈮

国
分
寺
会
場

石
橋
会
場

南
河
内
会
場

※ふれあい館プールは、24日、31日も営業しています。
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くらしの情報

①
カ
ン
ピ
く
ん　

②
箱
の
数　

③
箱
の
マ
ー
ク

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

下野市公式
ツイッター

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke

目次　Contents
２  市民活動補助事業が決定しました

４  Shimotsuke-City Topics　まちの話題

６  国民年金だより

７  しもつけの夏　花火・まつり

８  マイナンバーに関するお知らせ

９  下野市職員採用試験のご案内

10  保健だより H
ea

lth
 Information

保健便り Health Information
ヘルスインフォメーション

12  地域包括支援センターだより

13  医療コラム　国保でわかる！健康・安心！

14  

15  新・下野市風土記

16  

18  地域ふれあいサロンを紹介します！

19  一般介護予防事業のご案内

20  

22  図書館LibraryInformation

23  読書人

24  くらしの情報（イベントカレンダー）

42  ７月のカレンダー

44  国際交流員マシアスのコラム

今月
表紙
の

　５月27日、中大領687番地に、石
橋地区都市農村交流施設「ゆうがお
パーク」が、地域資源を活かした都
市と農村の交流や６次産業化の拠点
としてオープンしました。当日は
テープカットが行われ多くのお客様
が新鮮な地元野菜などを買い求めて
いました。
　オープンの土・日曜日にはオープ
ニングイベントが開催され、石橋中
学校の吹奏楽部の演奏やお囃子、歌
や遊戯、ダンスが披露され来場者を
お出迎えしました。

　

７
月
２
日
は
年
始
か
ら
数
え
て
１
８
３
日

目
に
あ
た
る
の
で
、
一
年
の
中
間
の
日
で
す
。

う
る
う
年
で
な
い
場
合
は
こ
の
日
の
正
午
が

中
間
点
と
な
り
ま
す
。
半
年
が
終
わ
る
６
月
30

日
の
方
が
、
区
切
り
が
よ
く
て
覚
え
や
す
い
の

で
す
が
、
そ
ち
ら
は
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
デ
ー
と
い

う
別
の
記
念
日
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
こ
の
半
年
を
振
り
返
っ
て
み
て

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
お
正
月
に
目
標

を
掲
げ
た
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新

た
な
目
標
を
見
つ
け
た
人
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
目
標
が
ど
の
く
ら
い
達
成
で

き
て
、
今
の
目
標
は
何
で
、
自
分
が
ど
こ
に
向

か
っ
て
い
る
の
か
、
し
っ
か
り
と
把
握
で
き
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
が
一
年
の
折
り
返
し
地
点
で
す
。
ま
だ

半
分
あ
る
と
思
う
か
、
も
う
半
分
し
か
な
い
と

思
う
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
大
切
な
こ
と

は
こ
の
半
年
を
振
り
返
り
、
改
め
て
目
標
や
進

捗
を
見
直
し
て
、
残
り
の
半
年
を
充
実
さ
せ
て

い
く
こ
と
で
す
。
年
末
に
こ
の
一
年
が
良
い
年

だ
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
、
今
か
ら
で
も
で
き

る
こ
と
を
見
つ
け
て
取
り
組
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

今月の何の日

７
月
２
日

一
年
の

折
り
返
し
の
日

環境トピッ
クス

41Pのクロスワードの答え

答えは、ユウガオパーク
　　　　（ゆうがおパーク）

1 2 4

5 6 7

8 9

10

11

3

シ
ザ

エ ツ

オ

クク ハシ ユ

リ

パ
ク
ウ ガダ

ヒ

パ

オ ー

ン
ニラ
ジ

ス ト ア

ア
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国際交流

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

［
 広
報
し
も
つ
け
 ］

■
発
行
／
下
野
市
役
所
　
■
編
集
／
総
合
政
策
課

■
〒
329-0492 栃

木
県
下
野
市
笹
原
26　

■
TEL:0285-32-8886 ／

 FAX:0285-32-8606

■
URL:http://w

w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp

■
E-m
ail:info@

city.shim
otsuke.lg.jp

TAKE FREE
広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎0285（32）8886情報広報グループまで
ご連絡ください。

PC・スマホ
市ホームページ

平
成
29年

7月
号

■人口と世帯（６月１日現在）
　　人口／60,266人（＋42）、男性／29,908人（＋34）、女性／30,358人（＋8）、世帯数／23,530世帯（＋51）

●
ド
イ
ツ
の
笑
え
る
昔
話

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
私
が

思
い
出
し
た
の
は
、「
シ
ル
ダ
の
住
民
」

と
い
う
ド
イ
ツ
の
お
話
で
す
。
今
回
は
、

こ
れ
が
ど
ん
な
お
話
か
、
皆
さ
ん
に

ち
ょ
っ
と
ご
紹
介
し
ま
す
。

町
役
場
の
建
設

あ
る
と
こ
ろ
に
、
シ
ル
ダ
と
い
う
町

が
あ
り
ま
し
た
。
シ
ル
ダ
の
住
民
は
、

あ
る
時
新
し
く
立
派
な
町
役
場
を
建
て

よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
窓
の

設
計
を
し
忘
れ
て
し
ま
い
、
町
役
場
の

中
は
真
っ
暗
で
し
た
。
彼
ら
が
思
い
つ

い
た
解
決
策
は
、
な
ん
と
バ
ケ
ツ
に
太

陽
の
光
を
入
れ
て
中
に
持
っ
て
い
く
こ

と
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
光
は
持
ち
運

べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
「
邪
魔
な
」

屋
根
を
取
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
！

夏
は
な
ん
と
か
な
っ
た
そ
う
で

す
が
、冬
は
と
て
も
寒
か
っ
た
そ
う
で
す
。

木
材
の
運
び
入
れ

シ
ル
ダ
の
住
民
は
ま
た
あ
る
と
き
、

木
を
切
り
倒
し
、
そ
の
幹
を
木
材
と
し

て
町
に
運
び
入
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
門
が
狭
す
ぎ
て
つ
か
え
て
し

ま
い
、
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
ら
は

木
材
を
町
の
城
壁
と
並
行
に
通
そ
う
と

し
て
い
た
か
ら
で
す
！

結
局
彼
ら
は

門
の
左
右
を
木
の
幹
の
長
さ
に
合
わ
せ

て
壊
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の

木
材
を
町
に
入
れ
た
後
に
な
っ
て
よ
う

や
く
、
木
材
を
縦
に
し
て
通
せ
ば
ず
っ

と
簡
単
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
木
材

を
再
び
運
び
出
し
て
壁
を
作
り
直
し
た

の
で
す
。

塩
の
畑

塩
は
と
て
も
高
価
だ
っ
た
の
で
、
シ

ル
ダ
の
住
民
は
自
分
た
ち
で
塩
を
「
作

ろ
う
」
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
彼

ら
は
畑
に
「
た
だ
の
塩
」
を
種
と
し
て

ま
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
塩
が
植
物
の

よ
う
に
育
つ
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
！

結
局
塩
は
収
穫
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
話
は
、「
塩
山
」
と
い
う
名
前
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

沈
ん
だ
鐘

大
き
な
戦
争
の
知
ら
せ
が
ド
イ
ツ
中

に
広
が
っ
て
い
た
頃
で
す
。
シ
ル
ダ
の

住
民
は
、
町
役
場
の
美
し
い
鐘
が
盗
ま

れ
た
り
壊
さ
れ
た
り
し
な
い
か
心
配
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
戦
争

が
終
わ
る
ま
で
鐘
を
湖
の
底
に
隠
す
こ

と
に
し
た
の
で
す
。

住
民
た
ち
は
船
に
乗
り
込
み
、
湖
の

上
へ
と
漕
ぎ
出
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ

鐘
を
沈
め
る
と
い
う
と
き
、
彼
ら
は
ふ

と
「
後
で
ど
う
や
っ
て
沈
め
た
場
所
を

見
つ
け
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
？
」
と
思

い
ま
し
た
。
彼
ら
が
悩
ん
で
い
る
と
、

町
長
が
「
い
い
案
が
あ
る
ぞ
！
」
と
言

い
、
ナ
イ
フ
を
手
に
取
り
、
船
の
底
に

目
印
を
刻
ん
だ
の
で
す
。
そ
し
て
、「
こ

の
目
印
が
あ
れ
ば
、
鐘
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。
シ

ル
ダ
の
住
民
は
安
心
し
、
鐘
を
湖
の
底

に
隠
す
と
、
そ
の
ま
ま
船
で
ゆ
う
ゆ
う

と
帰
っ
た
の
で
す
。

戦
争
が
終
わ
る
と
、
シ
ル
ダ
の
住
民

は
鐘
を
回
収
す
る
た
め
に
、
湖
へ
と
出

か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
目
印
は
彼
ら

と
一
緒
に
移
動
す
る
船
の
底
に
あ
る
の

で
す
！

鐘
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
、

誰
に
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
う
し
て
、
町
役
場
の
鐘
は
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
お
話
を
読
ん
で
、
皆
さ

ん
は
な
に
を
思
い
ま
し
た
か
？

ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
ね
！

第
３
回
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

開
催
の
お
知
ら
せ 

下
野
市
国
際
交
流
協
会会
のの
交交
流流流
会会
とととと

し
て
第
３
回
テ
ィ
ー
パ
ー
テテ
ィィ
ーーー
をを
開開開開

催
し
ま
す
。

今
回
は
縁
日
を
テ
ー
マ
とと
しし
ててて
、、
綿綿綿綿

あ
め
づ
く
り
・
コ
マ
・
竹竹
とと
んん
ぼぼぼ
・
けけけけ

ん
玉
な
ど
の
日
本
昔
遊
び
をを
企企
画画画
しし
て

い
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
日
本
語語
教教
室室
ををを
受受
講講講講

し
て
い
る
外
国
人
の
方
もも
招招
待待
すすす
るる
予予予

定
で
す
。
一
緒
に
楽
し
み
まま
しし
ょょょ
うう
！！！

皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
のの
うう
えええ
、、
ぜぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

７
月
16
日
㈰

午
後
１
時時
〜〜

■
場
所

市
民
農
園

ク
ラ
ブ
ハ
ウウ
スス

■
定
員

20
名

■
参
加
費

会
員

３
０
０
円

一
般

５
０
０
円

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

７
月
10
日
㈪
〜
14
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先先

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事事事
務務
局局局

（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

☎（
32
）８
８
８
７


